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ねんりんピック茨城２００７
オリエンテーリング交流リハーサル大会が開催されました!!

第20回全国健康福祉祭いばらき大会

　
１
年
後
に
控
え
た
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７  

オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
」に
向
け
て
、

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
、
平
成
18
年
11

月
26
日
（
日
）
に
茨
城
県
畜
産
セ
ン

タ
ー
（
石
岡
市
根
小
屋
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
横
田

凱
夫
市
長
や
小
田
部
光
明
茨
城
県
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
副
会
長
か

ら
、
選
手
の
皆
さ
ん
に
歓
迎
の
こ
と

ば
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
出
場
選

手
の
中
か
ら
羽
生
傳つ

た
えさ

ん
（
76
歳
）

と
金
山
と
し
さ
ん
（
74
歳
）
の
男
女

各
１
名
に
、
大
会
会
長
よ
り
最
高
齢

者
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
選
手
を
代
表
し
て
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ

ブ
Ａ
チ
ー
ム
の
金
子
寛
次
さ
ん
（
シ

ニ
ア
の
部
）
よ
り
力
強
い
選
手
宣
誓

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
心
配
さ
れ
て
い
た
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
県
内
各
地
は
も
と
よ

り
、
県
外
か
ら
も
多
数
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
会
場
は
熱
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
た

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
協
会
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
地
図
と
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
や
競
技
説
明

に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
説
明
を
受
け
る
ま

で
は
不
安
そ
う
な
一
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
前

に
な
る
と
地
図
を
片
手
に
真

剣
な
眼
差
し
で
ル
ー
ト
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
ス

コ
ア
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
い

う
競
技
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
図
に
示
さ
れ
て
い
る

い
く
つ
か
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

（
上
の
写
真
）
を
地
図
と
コ
ン
パ
ス

を
使
っ
て
自
由
な
順
序
で
見
つ
け
て

回
り
、
制
限
時
間
内
に
、
よ
り
高
得

点
を
得
て
ゴ
ー
ル
す
る
も
の
で
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
到
達
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
パ
ン
チ
で
記
号

を
印
し
ま
す
。
な
お
、
各
ポ
イ
ン
ト

に
は
そ
れ
ぞ
れ
点
数
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
難
易
度
、
距
離
、
標
高
差
等

で
点
数
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
、
50
か
所

に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら

れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
制
限
時
間
90

分
の
中
、高
得
点
取
得
に
汗
を
流
し
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
醍
醐
味
を

満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
!!

▲選手の皆さんは、時間を気にしながらゴー
ルへと急いでいました。

▲会場には、大会マスコット “ハッスル黄門”
も駆けつけ、選手と記念撮影が行われました。

今秋の本番に向けて

広報いしおか　№３２　２



　
選
手
の
皆
さ
ん
へ
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
会
場
内
で
は
甘
酒
・
豚
汁
の
配
布
や
歓
迎
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
血
圧
測
定
や
健
康
相
談
な
ど
の
健
康
づ
く
り
教
室
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
視
覚
障
害
者
厚
生
施
設
「
光
風
荘
」
と
身
体
障
害
者
療
護
施
設

「
光
風
荘
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
の
９
名
の
メ
ン
バ
ー
で
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
〝
カ
ム
カ
ム
〟
の
素
敵
な

歌
声
と
、〝
八
郷
太
鼓
夢
ひ
び
き
〟の
皆
さ
ん
の
と
て
も
迫
力
の
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
今
年
で
結
成
４
年
目
を
迎
え
る
〝
カ
ム
カ

ム
〟
は
、
全
メ
ン
バ
ー
が
視
覚
に
障
害
が
あ

る
た
め
、楽
譜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
フ
レ
ー
ズ
を
耳
で

聴
き
覚
え
、
見
事
に
曲
を
完
成
し
て
い
き
ま

す
。
日
々
の
練
習
は
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
、
時
に
は
厳
し
く
!?
行
っ
て
い
ま
す
。

Profile

　
公
民
館
で
の
講
座
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う

八
郷
太
鼓
夢
ひ
び
き
は
、
今
は
同
好
会
と
な

り
６
年
が
経
ち
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学

生
か
ら
中
高
年
と
幅
広
い
年
齢
層
で
構
成
さ

れ
、
週
に
２
日
、
35
名
の
メ
ン
バ
ー
が
練
習

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

Profile

○
会
場
で
の
様
子
を
紹
介
!!

〝
カ
ム
カ
ム
〟
の

皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏

〝
八
郷
太
鼓
夢
ひ
び
き
〟
の

皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏

　
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
個
人
ク
ラ
ス
（
男
女

別
）
と
団
体
ク
ラ
ス
（
一
般
・
小
学
生
・
家

族
・
シ
ニ
ア
）
の
６
部
門
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
大
会
副
会
長
の
菊
地
武
雄
助
役
よ
り
、
入

賞
さ
れ
た
選
手
へ
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
日
、
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
パ

パ
チ
ー
ム
の
鈴
木
浩
孝
さ
ん
に
、
市
実
行
委
員

会
か
ら
特
別
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
会
結
果

◆ 

優　
勝 

◆

個
人
ク
ラ
ス

【
男
性
の
部
】
羽
石 

清
二
さ
ん

【
女
性
の
部
】
大
塚 

加
寿
子
さ
ん

団
体
ク
ラ
ス　
※（　
）内
は
チ
ー
ム
の
代
表
者

【
一
般
の
部
】
チ
ー
ム
広
報
企
画
社

（
斉
藤 

博
義
さ
ん
）

【
小
学
生
の
部
】
チ
ー
ム
「
魂
」

（
立
原 

雅
也
さ
ん
）

【
家
族
の
部
】
プ
ラ
ズ
マ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
ズ

（
馬
立 

貴
之
さ
ん
）

【
シ
ニ
ア
の
部
】
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

（
大
澤 

勝
子
さ
ん
）

優勝された皆さん優勝された皆さん

■ オリエンテーリング交流リハーサル大会

３　広報いしおか　№３２



◆ 

準
優
勝 

◆

個
人
ク
ラ
ス

【
男
性
の
部
】
山
崎 

輝
夫
さ
ん

【
女
性
の
部
】
浅
倉 

ト
ミ
コ
さ
ん

団
体
ク
ラ
ス　
※（　
）内
は
チ
ー
ム
の
代
表
者

【
一
般
の
部
】
キ
ム
公
ズ（

奥
庭 

拓
真
さ
ん
）

【
小
学
生
の
部
】
ロ
コ
ガ
ー
ル（

廣
瀬 

仁
美
さ
ん
）

【
家
族
の
部
】
ベ
ル
さ
ん（

大
槻 

直
紀
さ
ん
）

【
シ
ニ
ア
の
部
】
石
岡
隊
友
会
Ｂ

（
小
糸 

一
郎
さ
ん
）

◆ 

第
３
位 
◆

個
人
ク
ラ
ス

【
男
性
の
部
】
日
暮 

文
夫
さ
ん

【
女
性
の
部
】
飯
村 

由
紀
子
さ
ん

団
体
ク
ラ
ス　
※（　
）内
は
チ
ー
ム
の
代
表
者

【
一
般
の
部
】
チ
ー
ム
石
岡
青
年
会
議
所

（
広
瀬 

威
雄
さ
ん
）

【
小
学
生
の
部
】
そ
の
べ
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ⅲ

（
加
藤 

愛
理
さ
ん
）

【
家
族
の
部
】
ギ
ャ
ロ
ッ
プ（

鶴
町 

孝
さ
ん
）

【
シ
ニ
ア
の
部
】
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ク
ラ
ブ
Ａ

（
金
子 

寛
次
さ
ん
）

　
入
賞
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
い
よ
い
よ
本
大
会
が
開
催
さ
れ
る

年
で
す
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
参
加
さ

れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
本
大
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
に
つ
い
て
の
情
報
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「ねんりんピック茨城２００７
　オリエンテーリング交流大会」
平成１９年１１月１１日（日）開催 !!

成功させよう !!

■問い合わせ　ねんりんピック茨城２００７
　　　　　　　石岡市実行委員会事務局  ☎ 24 - 1339

準優勝の皆さん準優勝の皆さん

第 3 位の皆さん第 3 位の皆さん

■ オリエンテーリング交流リハーサル大会

広報いしおか　№３２　４



県 民 交 通 災 害 共 済
家族そろって加入しましょう

◆年 会 費　　大人  ９００円　　　　中学生以下  ５００円
◆共済期間	 ４月１日～翌年３月３１日（途中加入の場合、申し込み日の翌日から３月３１日）
◆万一の時のお支払い見舞金　　死亡  １００万円　　　最高傷害  ３０万円　　　最低傷害  ２万円
　　　　　　　　　　　　　　　身障見舞金  ５０万円
	 ※詳しくは、次ページ「共済見舞金の給付金額」をご覧ください。

加入申込方法 
　次ページにあります『県民交通災害共済加入申込書』に記載をして会費をご持参のうえ、次の４か所のいずれ
かの窓口でお申し込みください。

▲

市役所 市民生活課（１階８番窓口）、八郷総合支所 市民税務課（１階１番
窓口）、恋瀬出張所、園部出張所
　事業所など団体で加入する方法もありますので、ご相談ください。

（加入申込書は市役所、八郷総合支所、恋瀬出張所、園部出張所に用意してあります）
対象となる交通事故

①日本国内の道路上を運行中の自動車、バイク、自転車などの接触、衝突、転落、転覆などの事故による死傷。
②踏切での電車などとの接触、衝突の事故による死傷。
交通事故にあったら

　交通事故にあったときは、すぐに最寄りの警察署に届け出て、後日、交通事故証明書を発行してもらえるよう
にしてください。（交通事故証明書がないと見舞金が制限されます）
　ただし、次のような場合は共済見舞金は給付できません。 
■共済見舞金の全部

〈１〉会員もしくは見舞金受取人の故意による事故
〈２〉会員が無免許、酒気帯び運転中に生じた事故

	 または、その事実を承知で同乗していた事故
〈３〉地震・洪水・暴風・その他の天災によって生じた事故

◎見舞金の請求手続き 
　次の書類と印鑑をお持ちになって、市役所 市民生活課（１階８番窓口）、または八郷総合支所 市民税務課（１
階１番窓口）、恋瀬出張所、園部出張所で手続きをしてください。
①会員証
②運転免許証（免許の必要な車両を運転中の事故のとき）
③交通事故証明書（自動車安全運転センター所長発行のもの）
　※交通事故証明書の出ない事故は、指定の証明書類により９等級（３万円）までの制限支給となります。
④診断書（医師の診断書、柔道整復師などの施術証明書）
◎見舞金の請求期間
　事故の発生した翌日から２年以内です。ただし、平成１７年度以前の会員については、１年以内になります。
◎身障見舞金
　会員期間中の交通事故による傷害が原因で、その後 1 級または 2 級の身体障害者となったときは、共済見舞
金とは別に、身障見舞金として５０万円が支払われます。ただし、この制度は共済見舞金の給付を受けた会員の
みが対象になります。

２月１日から平成１９年度加入受付開始

■共済見舞金の全部または一部
〈１〉正当な理由なく医師の指示に従わなかった時
〈２〉会員または見舞金受取人の重大な過失による事故
〈３〉その他法令に違反し、組合長が不適当と認める事故

５　広報いしおか　№３２



等級 災 害 区 分 見舞金額

1 死亡 100 万円

2 治療実日数 181 日以上の傷害 30 万円

3 治療実日数 151 日以上の傷害 25 万円

4 治療実日数 121 日以上の傷害 20 万円

5 治療実日数 91 日以上の傷害 15 万円

6 治療実日数 61 日以上の傷害 10 万円

7 治療実日数 41 日以上の傷害 8 万円

8 治療実日数 21 日以上の傷害 6 万円

9 治療実日数 8 日以上の傷害 3 万円

10 治療実日数 3 日以上の傷害 2 万円

身障 身体障害者 1 級・2 級該当 50 万円

こちらの申込書を切り取ってご記入ください。

▲

出張受付を実施します

共済見舞金の給付金額

（

キ

リ

ト

リ

）

県民交通災害共済加入申込書

問い合わせ
○市役所 市民生活課（8 番窓口）
　☎ 23 - 1111（内線 128）
○八郷総合支所 市民税務課（1 番窓口）
　☎ 43 - 1111（内線 1112）

期　日 会　　場 時　間

２
月

21 日（水） まちかど情報センター
午後２時

午後 4 時
22 日（木） 府中地区公民館

23 日（金） 城南地区公民館

～

●世帯主氏名

●住所

申込者氏名／生年月日 会費

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

円
明・大・昭・平　　　　年　　　　月　　　　日生

一般 中学生以下 合計

人 人 人
合計金額

円

　
植
木
剪
定
技
能
を
修
得
し
て
就
職

等
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
講

習
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時　

　
３
月
５
日（
月
）～
３
月
９
日（
金
）

　
全
５
日
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
座
学
会
場

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◆
実
技
会
場

　
常
陸
風
土
記
の
丘

◆
対
象
者

　
植
木
仕
事
を
希
望
す
る
60
歳
～
64

　
歳
の
方

◆
定
員　
25
名

　
＊
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

　
選
考

◆
受
講
料　
無
料

◆
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
書
を
提
出

◆
申
込
締
切　
２
月
23
日（
金
）ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

　
石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
３・３
３
９
９

石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

植
木
剪
定
技
能
講
習
会
広報いしおか　№３２　６



　

広
報
い
し
お
か
で
は
、有
料
広
告
掲
載
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

現
在
、
各
月
の
15
日
号
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
広
報
い
し
お
か

に
は
、
担
当
各
課
か
ら
の
情
報
の
ほ
か
、
様
々
な
行
政
情
報
を
集

約
し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
は
合
併
し
て
人
口
、
面
積
と
も
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
！

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
会
社
や
お
店
を
お
知
ら
せ
す
る
良
い
機
会
で

す
の
で
、
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

広
報
紙
の
『
有
料
広
告
』

●
掲
載
期
間　

５
月
号
～
平
成
20
年
４
月
号
（
12
回
）

※
掲
載
希
望
は
、
１
か
月
～
１
年
間
単
位
で
お
申
し
込

　

み
で
き
ま
す
。

●
原
稿　

広
報
紙
に
掲
載
す
る
原
稿
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
・
手
書
き
ど
ち
ら
で
も
可
。

※
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
に
係
る
も
の
や
、
公
序
良
俗

　

を
害
す
る
も
の
は
、
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法

　

３
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

　

市
役
所
広
報
広
聴
課
で
受
付
ま
す
。

※
広
告
掲
載
枠
に
は
制
限
が
あ
り
お
申
し
込
み
順
に
受

　

付
い
た
し
ま
す
。

※
広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
原
稿
を

　

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は
広

　

報
広
聴
課
に
あ
り
ま
す
）

統一地方選挙（石岡市議会議員一般選挙）について
立候補予定者説明会を開催します

　

石
岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
平
成
19
年
４
月
30

日
任
期
満
了
）
に
係
る
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
立
候
補
届
出
に
必
要
と
な

る
各
種
書
類
の
記
入
方
法
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定
者
又
は
そ
の
代
理
人
の

方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
立
候
補
届
出
に
必
要

な
書
類
に
つ
い
て
は
、
説
明
会

当
日
に
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

４
月
22
日
（
日
）
は
、

石
岡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
石
岡
市
役
所　

総
務
課
内
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
５
５
）

■ 

立
候
補
予
定
者
説
明
会 

■

日
時　

平
成
19
年
２
月
27
日
（
火
）

　
　
　

午
後
２
時
～

場
所　

石
岡
市
中
央
公
民
館　

２
階
講
座
室

　
　
　

八
郷
総
合
支
所  

庁
舎
隣
り

　
　
　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

■ 

告
示
日 

■

　

平
成
19
年
４
月
15
日
（
日
）

■ 

投
票
日 

■

　

平
成
19
年
４
月
22
日
（
日
）

せ
ん
き
ょ

せ
ん
き
ょ

有 料 広 告 枠有 料 広 告 枠（例：半段）（例：半段）

◆広告の規格・料金（１か月につき）
１段（横 177㎜×縦 45㎜）・・・20,000 円
半段（横 86㎜×縦 45㎜） ・・・10,000 円
◆いずれも2色刷り

「広報いしおか」に広告を掲載しませんか（平成 19 年 5 月〜平成 20 年４月分募集）

有 料 広 告 枠有 料 広 告 枠（例：半段）（例：半段）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
役
所  

広
報
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
１
２
）

◆広報紙への有料広告掲載の目的
　市の財源の確保と、市内産業の振興を目的に
　行われています。
　　　◆各月１回（15日号）の下１段分、
　　　　６枠を提供

７　広報いしおか　№３２



　

市
で
は
、
平
成
19
・
20
年
度
分
の
建
設
工
事
、
お
よ
び
設
計
業
務
等

競
争
入
札
の
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間

２
月
１
日
（
木
）
〜
２
月
28
日
（
水
）

＊
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◇
提
出
書
類

申
請
書
は
、
市
独
自
の
様
式
、
ま
た
は
国
の
統
一
様
式
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

作
成
要
領
は
、
市
役
所　

管
財
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入
札

情
報
」
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。（
平
成
19
・
20
年
度
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
の
作
成
要
領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
提
出
方
法

建
設
工
事
は
ブ
ル
ー
の
フ
ァ
イ
ル
で
、
設
計
業
務
等
は
ピ
ン
ク
の
フ
ァ

イ
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
管

財
課
窓
口
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
提
出
書
類
は
、
順
番
を
そ
ろ
え
て
Ａ
４
判
の
フ
ァ
イ
ル
（
で
き
る
限
り

　

留
め
具
が
金
属
で
な
い
も
の
）
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

②
持
参
、
ま
た
は
郵
送
で
も
受
付
け
ま
す
。

　

郵
送
の
場
合
で
受
領
書
を
必
要
と
す
る
方
は
、
切
手
を
貼
り
宛
先
を
明

　

記
し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
有
効
期
限　

平
成
19
年
４
月
１
日
～
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

◇
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所　
企
画
部
管
財
課
☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
３
４
、２
３
２
）

〒
３
１
５
・
８
６
４
０　

茨
城
県
石
岡
市
石
岡
３
１
６
５
番
地
２

市
の
入
札
に
参
加
希
望
の
方
へ

（
建
設
工
事
・
設
計
業
務
等
）

管財課ＨＰへのアクセスは　http://www.city.ishioka.lg.jp/725kanzai/menu.htm
入
札
参
加
登
録
の
受
付
を
開
始

好
調
で
す
、
石
岡
市
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

●乗合いタクシー乗車実績●

10 月（稼働日数 21 日）　　688 名
平均乗車数　32.8 人／日

11 月（稼働日数 20 日）　1,009 名
平均乗車数　50.5 人／日

12 月（稼働日数 20 日）　1,157 名
平均乗車数　57.9 人／日

◇
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
ご
予
約

は
、
ま
ち
な
か
中
継
セ
ン
タ
ー
へ

☎
２
３
・
５
５
０
０

　
（
国
府
三
丁
目　

夢
市
場
内
）

受
付　

午
前
７
時
45
分

　

～
午
後
４
時
30
分

＊
お
名
前
、利
用
し
た
い
時
間
帯
、

乗
車
場
所
、
目
的
地
を
告
げ
て
、

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金　

大
人　

３
０
０
円

　
　

小
学
生　

１
０
０
円

＊
未
就
学
児
は
無
料
。

◇
利
用
登
録
は
お
済
で
す
か
？
詳

し
く
は
こ
ち
ら
ま
で
。

　

㈱
ま
ち
未
来
い
し
お
か

　
（
石
岡
商
工
会
議
所
内
）

☎
２
２
・
４
１
８
１

　

10
月
の
ス
タ
ー
ト
時
、
１
４
２
３

名
だ
っ
た
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用

登
録
者
数
が
、
平
成
18
年
12
月
末
に

は
、
２
７
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
学
童
送
迎
（
約

50
人
程
度
の
ス
ク
ー
ル
運
行
）
を
開

始
す
る
予
定
の
ほ
か
、
運
行
エ
リ
ア

を
拡
大
し
て
八
郷
地
区
の
運
行
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

㈱
ま
ち
未
来
い
し
お
か
で
は
、
エ

リ
ア
の
拡
大
に
伴
い
、
車
両
を
９

台
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
８
名
に
増
や

し
て
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
一
ヶ
月
の
利
用
者
数
が
千
人
を
突
破
！

◇
巡
回
バ
ス
は
３
月
末
ま
で
運
行

平
成
15
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
石
岡
市
巡
回
バ
ス
。
１
０
０
円
で

乗
車
で
き
る
『
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
』

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
約
４
年
半
の

間
、
皆
様
の
足
と
し
て
運
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
公
共
交
通
と
し
て
、『
石
岡
市

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
』
に
そ
の
役
割
を

渡
し
ま
す
が
、
最
後
ま
で
ご
愛
顧
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

まもなく八郷地区でも運行開始！

広報いしおか　№３２　８



■■問い合わせ問い合わせ　市役所　市役所　　管財課　☎ 23管財課　☎ 23－－1111（内 232）1111（内 232）入札結果のお知らせ入札結果のお知らせ入札結果のお知らせ入札結果のお知らせ

事　業　名事　業　名 事業場所事業場所 落札金額落札金額 請負業者請負業者 入札日入札日

18 染谷野球場道路舗装工事 染谷 希）    1,800,000　予）    1,720,000　落）   1,650,000 ㈱宮本工務店

H18
11.29

18 石岡運動公園内道路舗装工事 南台
三丁目

希）    4,760,000　予）    4,560,000　落）   4,450,000 ㈱長谷川工務店

18 単市道Ａ 4055 号線  舗装補修工事18 単市道Ａ 4055 号線  舗装補修工事 旭台旭台
三丁目三丁目

希）    3,870,000　予）    3,680,000　落）   3,630,000 角田工業㈱角田工業㈱

18 単市道Ａ 0212 号線  排水整備工事18 単市道Ａ 0212 号線  排水整備工事 井関井関 希）    5,370,000　予）    5,260,000　落）   5,000,000 広域事業協同組合広域事業協同組合

18 単市道Ａ 0122 号線  舗装補修工事18 単市道Ａ 0122 号線  舗装補修工事 三村三村 希）17,330,000　予）16,460,000　落）16,250,000 中嶋建設㈱中嶋建設㈱

17 公下国補単独合併　17 公下国補単独合併　
　舗装復旧第 1 号工事　舗装復旧第 1 号工事

鹿の子鹿の子
一丁目一丁目

希）12,850,000　予）12,420,000　落）11,900,000 ㈱木村工務店㈱木村工務店

18 石岡学校給食センター植栽工事18 石岡学校給食センター植栽工事 正上内正上内 希）    4,770,000　予）    4,660,000　落）   3,260,000
㈲ランドスケー㈲ランドスケー

プヤグチプヤグチ
18 県林第 1 号18 県林第 1 号
　太田・大増線林道改良舗装工事　太田・大増線林道改良舗装工事 大増大増 希）12,350,000　予）11,760,000　落）11,500,000 塚谷建設㈱塚谷建設㈱

H18
11.30

18 単市道Ｂ 6288 号線  道路改良工事18 単市道Ｂ 6288 号線  道路改良工事 東成井東成井 希）10,940,000　予）10,420,000　落）10,260,000 ㈲山田土建㈲山田土建

18 単市道Ｂ 5214 号線  道路改良工事18 単市道Ｂ 5214 号線  道路改良工事 瓦谷瓦谷 希）    8,140,000　予）    7,870,000　落）   7,550,000 ㈲谷島組土木㈲谷島組土木

18 県林第 2 号  上曽線林道改良舗装工事18 県林第 2 号  上曽線林道改良舗装工事 上曽上曽 希）    5,140,000　予）    4,900,000　落）   4,830,000 ㈱峯工務店㈱峯工務店

18 単小幡地区用地測量業務委託18 単小幡地区用地測量業務委託 小幡小幡 希）    4,180,000　予）    3,980,000　落）   2,830,000
㈲メイセイ㈲メイセイ
測量設計測量設計

18 単柿岡地区用地測量業務委託18 単柿岡地区用地測量業務委託 柿岡柿岡 希）    3,230,000　予）    3,180,000　落）   1,530,000 倉持測量㈱倉持測量㈱

※予定価格は希望価格にくじ引きにより決定した率を掛けて算出。上記価格は消費税を除いた価格です。

　平成 18 年 11 月 29、30 日に行われた結果をお知らせいたします。

石岡市立石岡・八郷学校給食センター給食物資納入希望者の方へ

◆受付期間　２月５日（月）〜１６日（金）

◆届出資格　原則として市内の業者（個人又は法人）
◆給食物資

1. 鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
2. 豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー）
3. 豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
4. 野菜類（生野菜・いも類・果実類）
5. 乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガリン・

　　　　ジャムなど）
6. 調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・ソース）
7. 冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
8. その他（デザート類・生クリーム・納豆など）

※鶏肉類及び納豆は石岡給食センターのみでの受け入れ
になります。

◆提出書類

1. 給食センターの給食物資納入指名参加願
2. 市税完納証明書等
3. 食品衛生監視票の写し（保健所発行のもの）

◆提出先

石岡市立石岡学校給食センター
   （教育委員会　学校給食課）

◆問い合わせ

☆〒 315－0011　石岡市正上内 6－17
石岡市立石岡学校給食センター　☎ 22－6286

☆〒 315－0151　石岡市須釜 1300－1
石岡市立八郷学校給食センター　☎ 36－5252
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市
立
恋
瀬
小
学
校
（
中
嶋
隆
校
長
）
が
、
毎
日
新
聞
社
な
ど
の
主

催
に
よ
る
第
43
回
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
日
本
花

い
っ
ぱ
い
協
会
賞
を
受
賞
し
、
12
月
20
日
に
同
校
で
賞
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

草
花
の
世
話
を
し
て
い
る
飼
育
栽
培
委
員
の
児
童
が
、
毎
日
新
聞

社
水
戸
支
局
長
（
塚
本 

泉 

氏
）
と
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
専

務
理
事
（
益
子 

次
男 

氏
）
か
ら
、
賞
状
と
盾
を
受
け
取
る
と
、
児

童
を
代
表
し
て
、
６
年
生
の
藤
岡
美
咲
さ
ん
が
「
夏
に
は
ア
サ
ガ
オ

の
カ
ー
テ
ン
が
美
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
花
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
正
面
入
口
の
ア
サ
ガ
オ
の
ト
ン
ネ
ル
、
校
舎
を
覆

う
ア
サ
ガ
オ
の
カ
ー
テ
ン
の
ほ
か
、
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
サ
ル
ビ

ア
な
ど
10
種
類
を
超
え
る
花
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
中
嶋
校
長
は
、「
受
賞
は
み
ん
な
が
手
を
つ
な
い
で
花

を
大
事
に
育
て
て
き
た
こ
と
へ
の
ご
褒
美
。
目
に
見
え
な
い
花
の
根
を
育
て
る
よ
う
に
、
人
の
心
を
耕
す
こ

と
を
心
が
け
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
、
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

恋
瀬
小
学
校
が
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

まちの話題・できごと

生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で
楽
し
い
人
生
を
！

　

第
１
期
石
岡
市
老
人
大
学
の
卒
業
式

が
、
12
月
26
日
に
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ

ま
わ
り
の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
大
学
は
、
60
歳
以
上
の
方
々
を
対

象
に
、
知
識
、
教
養
を
深
め
る
こ
と
や
仲

間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
校
し
た
も
の

で
、今
回
卒
業
し
た
の
は
第
１
期
生
37
名
。

　

卒
業
式
で
は
、
学
長
で
あ
る
横
田
凱
夫

市
長
が
「
老
人
大
学
の
修
了
を
機
に
、
今

後
み
な
さ
ん
が
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
る
と
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
富
山
里

加
子
さ
ん
（
総
社
一
丁
目
）
は
「
老
人
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
は
た
め
に
な
る
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。
今
後
の
生
活
に
大
い
に
活

か
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の
８
日

間
、
吾
国
山
洗
心
館
に
お
い
て
石
岡
元
気
っ
子

村
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
小
学
生
に

家
庭
か
ら
離
れ
た
環
境
で
、
規
律
正
し
い
集
団

生
活
や
色
々
な
体
験
活
動
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
立
す
る
心
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
恋
瀬
小
学

校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
26
名
が
参
加

し
、
７
泊
８
日
の
宿
泊
体
験
を
し
ま
し
た
。
お

も
し
ろ
理
科
先
生
に
よ
る
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
づ

石
岡
元
気
っ
子
村
体
験
事
業

く
り
、
や
さ
と
里
山
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る

凧
づ
く
り
、
他
に
も
星
座
観
察
な
ど
様
々
な

活
動
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
親
元
を
離
れ
て
の
生
活
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
、

掃
除
、
洗
濯
な
ど
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し

よ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を
見
る

な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は

親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
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まちのまちの
話題話題

できごとできごと

まちのまちの
話題話題

できごとできごと

石
岡
市
合
併
記
念
「
真
打
ち
競
演
公
開
録
音
」
開
催

　

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
て
き
た
師

走
の
12
月
16
日
、
石
岡
市
民
会
館
で

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
で
放
送
さ

れ
て
い
る
番
組
「
真
打
ち
競
演
」
の

公
開
録
音
が
行
わ
れ
、
寒
い
年
の
瀬

を
笑
い
飛
ば
そ
う
と
、
あ
る
い
は
古

典
落
語
を
楽
し
み
に
大
勢
の
観
客
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

公
開
録
音
と
い
う
こ
と
で
、
拍
手
の
指
導

や
大
声
で
の
お
し
ゃ
べ
り
を
控
え
る
な
ど

決
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
公

開
録
音
な
ら
で
は
の
楽
し
み
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸

放
送
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
真
打
ち
競

演
。
こ
こ
茨
城
県
石
岡
市
か
ら
お
送
り
い
た

し
ま
す
」
と
よ
く
通
る
声
で
番
組
が
始
ま
る

と
、
続
い
て
芸
人
た
ち
が
登
場
し
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
前
半
は
、
大
空
遊
平
・
か
ほ

り
の
漫
才
、
イ
エ
ス
玉
川
の
漫
談
、
三
笑
亭

夢
之
助
の
落
語
。
そ
し
て
後
半
は
、
チ
ャ
ーリ

ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
コ
ン
ト
、
三

遊
亭
小
円
歌
の
三
味
線
漫
談
、
三
遊

亭
歌
司
の
落
語
。
今
回
収
録
さ
れ
た

内
容
は
、
２
月
27
日
と
３
月
６
日
の

午
後
９
時
５
分
か
ら
午
後
９
時
55
分

ま
で
の
間
、
放
送
さ
れ
ま
す
。
お
楽

し
み
に
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
７
日
、
石
岡
市
民
会
館
に

お
い
て
、
成
人
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
各
２
か
所
で
実
施
さ
れ
て
い
た
式
典

を
、
今
年
は
合
同
で
開
催
し
、
会
場
は
あ
で
や
な
か

着
物
姿
の
新
成
人
が
大
勢
集
ま
り
賑
や
か
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
各
中
学
校
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
受
付

で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
と
の
再
会
に
歓
喜
の

声
も
。
式
典
に
は
、
横
田
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

来
賓
者
が
訪
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
自
立
し
た
大
人
と
し
て
、

社
会
的
な
権
利
や
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
る
来
賓
者
の
祝

辞
で
は
、「
今
日
、

こ
こ
に
集
ま
っ
た

皆
さ
ん
の
姿
は
、

凛
々
し
く
頼
も
し

い
も
の
で
す
が
、

人
生
で
経
験
す
る

様
々
な
出
来
事
や

逆
風
か
ら
逃
げ
な

晴
れ
や
か
に
開
催
、
石
岡
市
成
人
式

い
で
、
ひ
た
む
き
に
前
進
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
、
温
か
く
見
守
る
親
の
心
を
感
じ
る
言
葉
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
の
夢
や
目
標
に
向
っ
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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東
の
辻
二
部
町
内
会
が
地
域
の
美
化
活
動
で
受
賞

　

東
の
辻
二
部
町
内
会
が
、（
財
）
あ
し
た

の
日
本
を
創
る
協
会
（
旧
：
新
生
活
運
動

協
会
）
か
ら
、
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し

づ
く
り
活
動
賞
・
振
興
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
町
内
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
域

の
美
化
活
動
や
池
の
浄
化
活
動
が
評
価
さ

れ
て
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

授
賞
式
で
は
、
他
に
も
創
立
50
周
年
記

念
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
運
動
推
進
功
労

顕
彰
の
対
象
と
な
っ
た
、
大
好
き
い
ば
ら

き
県
民
会
議
の
理
事
長
と
共
に
受
賞
し
ま

し
た
。

　

昨
年
８
月
20
日
に
兵
庫
県
加
東
市
に
あ
る
や
し

ろ
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、
２
０
０
６
Ｂ
＆
Ｇ
全
国

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
で
、
府
中
小
学
校
６
年

生
の
佐
藤
彩
音
さ
ん
と
石
岡
中
学
校
３
年
生
の
小

幡
哲
志
さ
ん
が
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
結
果
】

小
学
校
５
・
６
年
生　

女
子
の
部

　

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

優
勝　

佐
藤　

彩
音
さ
ん

中
学
生　

男
子
の
部

　

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

優
勝　

小
幡　

哲
志
さ
ん

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
で
入
賞

　

12
月
13
日
、県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校（
栃

木
敏
男
校
長
）
の
園
芸
部
の
生
徒
た
ち
が
市

庁
舎
玄
関
前
ス
ロ
ー
プ
に
パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ

ン
タ
ー
10
鉢
を
飾
り
、
ま
た
花
苗
を
、
訪
れ

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

園
芸
部
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

パ
ン
ジ
ー
の
花
苗
は
、
こ
れ
か
ら
花
を
咲
か

せ
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
。
パ
ン
ジ
ー
を
受
け

取
っ
た
方
は
、
思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

に「
ど
ん
な
色
の
花
が
咲
く
か
楽
し
み
で
す
。

大
切
に
育
て
ま
す
」
と
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

石
岡
一
高
生
か
ら
パ
ン
ジ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

染
谷
地
内
で
も
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

　

近
年
、
八
郷
地
区
に
お
い
て
拡
大
し
て
い
た
イ
ノ
シ

シ
等
に
よ
る
被
害
。
こ
こ
常
陸
風
土
記
の
丘
で
も
イ
ノ

シ
シ
を
見
か
け
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
、
12
月
13
日

か
ら
22
日
ま
で
風
土
記
の
丘
を
休
園
に
し
て
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
隊
に
よ
る
警
戒
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
12
月
14
日
、
風
土
記
の
丘
周
辺
の
染
谷

地
内
で
、
体
長
１
ｍ
10
㎝
、
体
重
40
～
50
㎏
の
若
い
雌

の
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
付
近
の
が
さ
藪
を

見
る
と
、
イ
ノ
シ
シ
が
通
っ
た
後
に
は
草
が
押
し
の
け

ら
れ
、
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
け
も
の
道
が
出
来
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
で
も
あ
る
イ
ノ
シ
シ
。
あ

ま
り
猪
突
猛
進
し
な
い
よ
う
に
警
戒
が
続
き
ま
す
。
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シリーズ　⑭

がんばってま～す

　今月は、老人保健施設「ゆうゆう」で車椅子の清掃活動

などを行っている「さつき会」をご紹介します。

　活動日にお邪魔し、サークル長の天神由貴子さんと会員

の皆さんにお話を伺いました。

◆
グ
ル
ー
プ
の
発
足
・
活
動
内
容
は

石岡市ボランティア連絡協議会

さつき会

　
老
人
保
健
施
設
「
ゆ
う
ゆ
う
」
で
、
車
椅

子
の
清
掃
活
動
、
各
種
行
事
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
行
事
の

参
加
・
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
４
年
１
月
に
市
が
開
講
し
た
「
市
民

大
学
講
座
」
修
了
生
の
有
志
に
よ
り
、
同
年

５
月
に
「
さ
つ
き
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
９
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
月
１
回
、
２
階
か
ら
４
階
ま
で
の
各
階
の

車
椅
子
を
、
月
ご
と
に
順
繰
り
一
階
づ
つ
清

掃
を
行
い
ま
す
。
車
椅
子
に
は
食
べ
か
す
な

ど
の
汚
れ
が
か
な
り
付
着
し
、
清
掃
は
手
間

が
か
か
り
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
や
ヘ
ラ
な
ど
の

小
道
具
を
使
っ
て
こ
び
り
つ
い
た
汚
れ
を
落

と
し
た
り
、
熱
い
お
湯
で
付
着
し
た
食
べ
か

す
を
ふ
や
か
し
て
落
と
し
た
り
と
、
工
夫

し
な
が
ら
、
手
の
入
り
に
く
い
細
部
ま
で
、

て
い
ね
い
に
汚
れ
を
落
と
し
て
い
き
ま
す
。

＊
こ
の
車
椅
子
清
掃
は
、月
１
回
の
〝
仕
事
〟

◆
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
は

◆
今
後
の
活
動
は

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
人
と
の
か
か

わ
り
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
っ
た
活
動
を
取
り

入
れ
な
が
ら
車
椅
子
清
掃
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
体
力
勝
負
の
活
動
で
す
か

ら
、
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
無
理
が
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
長
く
続
け
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
で
、
腕
に
力
を
込
め
て
行

う
地
道
な
作
業
で
す
。

　
多
い
と
き
に
は
、
１
時
間
か
ら
１
時
間
半

ほ
ど
で
、
１
人
５
～
６
台
を
こ
な
し
ま
す
。

汚
れ
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
３
台
で
精
一
杯
の

こ
と
も
。
取
材
に
お
邪
魔
し
た
こ
の
日
は
４

階
の
清
掃
日
で
、
約
30
台
を
５
名
で
清
掃
し

ま
し
た
。

　
活
動
を
終
え
た
あ
と
、
食
堂
で
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
歌
を
歌
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
車
椅

子
の
清
掃
の
ほ
か
に
も
、
で
き
る
だ
け
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
直
接
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き

る
活
動
を
し
た
い
と
、
施
設
の
各
種
行
事
に

参
加
し
車
椅
子
介
助
な
ど
の
手
伝
い
も
し
て

い
ま
す
。

の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
体
を
使
う
活
動
な
の

で
大
変
だ
け
れ
ど
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
も
出
て

き
ま
す
。
夢
中
で
や
っ
て
、
終
わ
る
と
ホ
ッ

と
し
ま
す
。
き
れ
い
に
な
る
と
、
や
は
り
気

持
ち
が
い
い
で
す
ね
。

＊
会
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
楽
し
い
で

す
。
料
理
を
教
え
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

知
恵
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
出
て
く
る
の
に
も
、
助
け

合
っ
て
、
車
を
運
転
で
き
な
い
会
員
を
乗
せ

て
来
ま
す
。

＊
待
っ
て
く
れ
て
い
る
お
年
寄
り
が
い
る
の

で
、
重
労
働
で
し
ん
ど
い
作
業
で
す
が
、
活

動
に
出
て
き
ま
す
。
お
年
寄
り
と
顔
を
合
わ

せ
て
元
気
を
あ
げ
た
り
、
逆
に
元
気
を
も

ら
っ
た
り
し
ま
す
。

＊
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
が
、
そ
れ

ぞ
れ
多
忙
の
な
か
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
や
す
ら
ぎ
の
生
活
を
願
う
介
護
社
会

か
ら
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
現
状
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
若
い
皆
さ
ん

の
力
を
期
待
し
た
い
で
す
。
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石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募　
集

募　
集

業
務
内
容　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

②
意
見
・
要
望
等
の
報
告　
③
研
修

会
等
へ
の
出
席

募
集
人
員　
県
内
で
23
名　
※
結
果

平
成
19
年
度

食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー

日
時
・
場
所

【
第
１
期
】
２
月
４
日
（
日
）
～

２
月
10
日
（
土
）

日
本
画
…
香
丸
資
料
館

洋
画
・
彫
刻
…
茨
石
ロ
ハ
ス

【
第
２
期
】
２
月
11
日
（
日
）
～

２
月
17
日
（
土
）

工
芸
美
術
…
香
丸
資
料
館

写
真
…
茨
石
ロ
ハ
ス

【
第
３
期
】
２
月
18
日
（
日
）
～

２
月
24
日
（
土
）

書
…
茨
石
ロ
ハ
ス

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午

後
5
時（
最
終
日
は
午
後
2
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

石
岡
市
美
術
協
会
（
塚
原
）

☎
２
６・３
０
４
５

第
32
回

石
岡
市
美
術
協
会
展

日
時　
２
月
24
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
開
演　
＊
入
場
無
料

場
所　
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館

（
ひ
た
ち
な
か
市
青
葉
町
）

出
演　
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
、
茨
城

県
警
察
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

演
奏
予
定
曲
等　
刑
事
ド
ラ
マ
テ
ー

マ
集
、
ラ
プ
ソ
デ
ィ 

イ
ン 

ブ
ル
ー
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー 

メ
ド
レ
ー
、
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

※
ご
来
場
の
際
は
、
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
茨
城
県
警
察
本
部

総
務
課 

広
報
広
聴
室 

音
楽
隊
係

お
ま
わ
り
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

は
４
月
上
旬
頃
に
本
人
に
通
知

任
期　
依
頼
日
か
ら
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で

応
募
資
格　
①
20
歳
以
上　
②
国
、

地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
職
員

以
外　
③
他
の
食
生
活
モ
ニ
タ
ー
予

定
な
し　
④
原
則
と
し
て
平
成
18
年

度
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
で
な
い
方

謝
礼　
謝
礼
あ
り
（
金
額
未
定
）

応
募
期
限　
２
月
28
日
（
水
）
当
日

消
印
有
効

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
で
、
①
郵
便
番
号 

②
住
所

③
氏
名 

④
年
齢
（
平
成
19
年
４
月

１
日
時
点
） 

⑤
性
別 

⑥
職
業　
⑦

電
話
番
号 

⑧
簡
単
な
応
募
動
機 

を

明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
０
‐
０
０
６
１

水
戸
市
北
見
町
１
‐
９

茨
城
農
政
事
務
所 

消
費
生
活
課 

消

費
経
済
係
（
担
当 

青
木
）

☎
０
２
９・２
２
１・２
１
８
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
onitor_shousei@

kanto.
m

aff.go.jp

　
毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も
学
べ

る
通
信
制（
単
位
制
）！ 

前
の
高
校

で
修
得
し
た
単
位
も
生
か
せ
ま
す
。

平
成
19
年
度

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

　
世
界
と
出
会
う
異
文
化
交
流
の
楽

し
さ
を
見
つ
け
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
25
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

内
容　
豪
華
「
柿
岡
の
雛
ま
つ
り
」、

ア
フ
リ
カ
（
ガ
ー
ナ
）
の
太
鼓
、
中

国
の
民
族
舞
踊
、南
米
の
歌
と
踊
り
、

和
太
鼓
（
夢
ひ
び
き
）、
日
本
語
の

ど
自
慢
大
会
、
世
界
の
お
国
自
慢
・

味
自
慢
（
模
擬
店
10
か
国
）、
世
界

の
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
小
学
生
ゲ
ー

ム
・
ク
イ
ズ
大
会
ほ
か

場
所　
石
岡
市
中
央
公
民
館（
柿
岡
）

※
外
国
の
品
物
で
ご
不
用
に
な
っ
た

も
の
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

第
２
回 

石
岡
市

国
際
交
流
の
つ
ど
い

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か

☎
２
３・７
６
８
１
（
山
形
）

☎
２
４・０
３
０
６
（
野
口
）

柿
岡
地
区
公
民
館

☎
４
４・１
０
８
３
（
恒
広
）

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
今
ま
で

に
働
い
た
経
験
の
な
い
方
や
、
働
い

茨
城
県
南
部
障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

訓
練
生
募
集

　
就
職
を
希
望
さ
れ
る
障
害
を
お
持

ち
の
方
、
障
害
者
の
採
用
を
予
定
さ

れ
る
企
業
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
時
・
会
場

○
２
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
～

　
土
浦
京
成
ホ
テ
ル

○
２
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
～

　
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

就
職
面
接
会
担
当 

鶴
田

☎
２
６・８
１
４
１

障
害
者
就
職
面
接
会

て
も
職
場
定
着
が
困
難
な
方
、
ま
た

は
職
場
に
な
じ
め
な
い
等
の
悩
み
を

抱
え〝
障
害
を
持
っ
て
も
働
き
た
い
〟

と
願
う
意
欲
的
な
方
を
応
援
し
、
職

場
定
着
に
向
け
職
業
準
備
訓
練
、
相

談
、
援
助
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　
茨
城
県
南
部
障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９・８
２
７・１
１
０
４

☎
０
２
９・３
０
１・０
１
１
０

（
内
２
５
２
５
）
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そ
の
他

そ
の
他

　
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
等
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
問

題
や
、
今
日
的
な
課
題
に
つ
い
て
学

習
す
る
機
会
と
し
て
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。（
レ
イ
ク
エ
コ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
講
演
会
実
行
委
員

会
・
財
団
法
人 

げ
ん
で
ん 

ふ
れ
あ

い
茨
城
財
団
主
催
）

げ
ん
で
ん

ふ
れ
あ
い
文
化
講
演
会

幅
広
い
年
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

受
付
期
間

【
一
般
入
学
】
３
月
15
日
（
木
）
～

３
月
28
日
（
水
）

【
編
・
転
入
学
】
２
月
16
日
（
金
）

～
２
月
23
日
（
金
）

＊
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
5
時

問
い
合
わ
せ　
県
立
水
戸
南
高
等
学

校 

通
信
制
職
員
室

☎
０
２
９・２
４
７・４
２
８
４

日
時　
２
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
レ
イ
ク
エ
コ
ー
茨
城
県
鹿
行

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
茨
城
県
女
性

プ
ラ
ザ
（
行
方
市
宇
崎
１
３
８
９
）

講
師　
丸
山
和
也 

氏
（
弁
護
士
）

演
題　
「
丸
山
流
生
き
方
の
ス
ス
メ

◆受付期間　2 月 2 日（金）～ 14 日（水）
◆戸数・家賃

住宅名 募集戸数 家賃（円） 構造 備考
自由ヶ丘団地 2 20,100 ～ 34,300 中層耐火 水洗
池 の 台 団 地 1 19,200 ～ 31,700 中層耐火 水洗
正上内台団地 2 16,900 ～ 44,600 中層耐火 水洗

◆申し込み・問い合わせ
　市役所  建築住宅指導課 ☎ 23-1111（内線 262・263）

市営住宅入居者募集

　

広
報
い
し
お
か
12
月
１
日
号

２
、３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
財
政

健
全
化
プ
ラ
ン
の
概
要
」に
つ
い
て
、

補
足
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

＊
中
期
財
政
見
通
し
の
中
で
、
18
年

度
差
引
額
は
、
繰
越
明
許
費
の
補
正

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

＊
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

の
中
で
、
議
員
定
数
を
削
減
す
る
条

例
が
議
員
提
案
に
よ
り
可
決
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
議
員
数
が
削
減
さ
れ

ま
す
。（
30
人
→
26
人
）

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

行
財
政
改
革
推
進
室

☎
２
３・１
１
１
１
（
内
４
７
５
）

「
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

概
要
」
補
足
説
明

　成人の 10 人に 1 人が糖尿病、あるいはその予備軍といわれて
います。糖尿病は、放置すると命にかかわるような合併症を引き
起こします。最近では、メタボリック症候群の一因としてとりあ
げられています。健康な生活を送るためにも早めの予防策が重要
です。毎日の食事や運動などの生活習慣を見直し改善するための
勉強会を実施しますので、ぜひご参加ください。
◆日　程

日　　時 内　　　容

第 1 回 2 月 20 日（火）
13：00 ～ 15：00

医師講話
「まだ間に合う、糖尿病の予防！」

万歩計貸し出し・血糖測定

第 2 回 3 月 1 日（木）
9：30 ～ 11：30

何をどのくらい食べればいいの？
栄養士

第 3 回 3 月 8 日（木）
9：30 ～ 11：30

間食は食べていいの？　　　　  栄養士
血糖値を下げる運動は？　  運動指導士

第 4 回 3 月 15 日（木）
9：30 ～ 11：30

フットケアについて　　　　　  保健師
調理実習「カロリーを減らす工夫」

栄養士

第 5 回 3 月 23 日（金）
9：30 ～ 11：30

口腔ケアについて　　　　  歯科衛生士
調理実習「食べすぎない工夫」

栄養士

◆開催場所　石岡市八郷保健センター
◆持参する物　基本健康診査の結果表（基本健康診査を受けられ
　た方）、健康手帳（お持ちでない方には交付します）
◆申込方法　電話でお申し込みください。定員（25 名）になり
　次第締め切ります。（ご家族の参加も可）
◆申し込み・問い合わせ　八郷保健センター ☎ 43 - 6655

血糖値の気になる方の勉強会

～
法
律
と
人
の
心
～
」

参
加
対
象　
県
民（
定
員
６
０
０
名
）

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
講

演
会
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

明
記
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
レ
イ
ク
エ

コ
ー
茨
城
県
鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
課
内
）

☎
０
２
９
９・７
３・２
３
０
０

FAX
０
２
９
９・７
３・３
９
２
５

　
土
浦
駅
西
口
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
の
駐
車

場
「
ウ
ラ
ラ
パ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
２
月
20
日
（
火
）

か
ら
、
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
の
際
も
有
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
電
車
・
バ
ス
等

の
公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
県 

国
際
課

☎
０
２
９・３
０
１・２
８
５
３

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
の
方
へ

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９・８
２
５・４
５
５
５
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募
　
集

募
　
集

ス
ポ
ー
ツ
情
報

ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園

☎43-6884

結
　
果

結
　
果

八
郷
や
よ
い
ダ
ブ
ル
ス

大
会

　

第
21
回
石
岡
市
近
隣
親
善
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
12
月
３
日
に
石
岡

運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

杉
並
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

さ
く
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
12
月
の
結
果

＊
12
月
３
日　

Ｇ
Ｂ
Ａ
花
10
周
年
記

念
大
会

会
場　

つ
く
ば
市
万
博
記
念
公
園

一　

位　

石
岡
三
六
会
チ
ー
ム

＊
12
月
12
日　

月
例
大
会

会
場　

鹿
の
子
健
康
広
場

一　

位　

栄
松
チ
ー
ム

二　

位　

城
南
ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

＊
12
月
18
日　

常
陸
野
親
善
大
会

会
場　

小
美
玉
市
玉
里
運
動
広
場

一　

位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

二　

位　

あ
お
ば
チ
ー
ム

　

〃　
　

石
岡
城
南
チ
ー
ム

◆
お
詫
び
と
訂
正

第７回 石岡市親善武道大会

日時　３月４日（日）
　受付　　午前８時 30 分～９時
　開会式　午前９時～９時 30 分
　試合　　午前 10 時～
会場　石岡運動公園体育館
　　　（受付、開会式、剣道、柔道）
　　　石岡商業高等学校弓道場（弓道）
種目　弓道・剣道・柔道
＊詳しくはこちらまでお尋ねください。
■申し込み・問い合わせ　スポーツ振興課
　　　　　　（石岡運動公園体育館内）
　　　　　　☎ 26－7210

石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会

　

石
岡
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
が
、
ふ
れ
あ
い
の
里
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

＊
男
子
の
部

優　

勝　

飯
塚  

久

準
優
勝　

倉
橋  

直
太
郎

＊
女
子
の
部

優　

勝　

長
谷
川  

喜
久

準
優
勝　

高
野  

芳
枝

第 21 回 石岡市民綱引大会

日時　３月３日（土）　開会 午前９時～　試合 午前９時 30 分～
場所　石岡運動公園体育館（メイン・アリーナ）
参加資格　市内に在住在勤在学の方（小学生～一般の男女）
＊体育館用運動靴（上履き）、タオルなど各自でご用意ください。
　また、怪我をしないように、事前の練習に取り組んでください。
申込締切　2 月 21 日（水）
■申し込み・問い合わせ　スポーツ振興課（ 石岡運動公園体育館内）
　☎ 26－7210 ／ FAX 26－7214

小学生の部

4年生以下

小学生の部

5・6年生

中学生

男子の部

中学生

女子の部

一　般

男子の部

一　般

女子の部

監督
（大人）

1 名（成人）

マネージャー 1 名

選手人数 10 名（試合は 1 チーム８名で行います）

選手構成 男女混合可 男女混合可 男子 女子 男子 女子

補欠 2 人

体重制限 なし

日
時　

２
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時

受
付　

午
前
８
時
40
分
～

＊
雨
天
時
は
２
月
25
日
（
日
）

場
所　

八
郷
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
砂
入
り
人
工
芝
４
面
）

種
目　

男
女
ダ
ブ
ル
ス

試
合
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
６

ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
込
締
切　

２
月
10
日
（
土
）

＊
ペ
ア
の
氏
名
、
代
表
者
の
連
絡
先

電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
な
ど
を
明

記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
白
田
）

☎
３
６
・
９
２
４
５
（
連
絡
は
午
後

９
時
～
午
後
11
時
の
間
）

Ｅ
メ
ー
ル

yasato_tennis_club@
yahoo.

co.jp

石
岡
市
近
隣
親
善
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

　

１
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流

大
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝　

長
島
拓
己
（
東
小
）・
佐
藤
勇
希
（
南

小
）

◇
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
県
大

会
・
関
東
大
会
選
考
会　

４
年
男
子

シ
ン
グ
ル
ス　

準
優
勝　

佐
藤
諒
汰

広報いしおか　№３２　１６



まちづくりに活かそう、あなたの税！まちづくりに活かそう、あなたの税！
所
得
税
・
市
県
民
税
申
告
相
談

の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ　

土
浦
税
務
署　

個
人
課
税

部
門　

☎
０
２
９・８
２
２・３
５
１
６

市
役
所  

市
民
税
課　
☎
２
３・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
８・１
１
９
）

地
球
環
境
通
信

地
球
環
境
通
信

《
石
油
が
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
》

№ 7

　
石
油
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
が
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
必
ず
あ

り
ま
す
。
緑
豊
か
な
山
の
中
で
あ
っ
て
も
、
身

に
着
け
て
い
る
服
や
靴
、荷
物
入
れ
の
多
く
に
、

石
油
か
ら
作
ら
れ
た
化
学
繊
維
や
合
成
ゴ
ム
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
糸
を

染
め
る
染
料
も
。）
か
つ
て
は
、
綿
や
絹
、
皮

革
の
代
替
え
品
で
あ
っ
た
化
学
繊
維
は
、
そ
の

高
い
機
能
に
よ
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
の
中
で
は
、様
々
な
電
気
製
品
の
他
に
も
、

建
材
、
食
べ
物
や
飲
み
物
の
容
器
と
し
て
大
量

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
テ
ン
、
寝

具
な
ど
の
繊
維
や
家
具
の
部
品
や
塗
装
に
。
洗

剤
の
材
料
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
身
に
付
け
る

物
で
は
、
衣
類
の
他
に
、
時
計
や
携
帯
電
話
、

そ
の
中
の
電
子
部
品
に
も
、
欠
か
せ
な
い
材
料

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
を
楽
し
む
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
す

べ
て
石
油
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。

　
家
の
外
で
は
、
道
路
の
舗
装
に
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

問
題
に
な
っ
て
い
る
耐
震
強
度
を
補
強
す
る
た

め
、
炭
素
繊
維
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作
っ
た
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
い
う
素
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
飛
行
機
の
軽
量
化
の
為
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
炭
素
繊
維
も
石
油
か
ら
作
ら
れ
た

ア
ク
リ
ル
繊
維
が
原
料
。）
そ
し
て
、
何
よ
り
、

車
は
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
で
動
い
て
い
ま
す
。

　
農
業
分
野
で
は
、
野
菜
を
栽
培
す
る
温
室
の

覆
い
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
わ
れ
、
暖
め
る
場

合
に
は
重
油
を
使
い
ま
す
。（
米
の
栽
培
に
使

わ
れ
る
化
学
肥
料
、
農
薬
の
原
料
。
田
植
え
や

稲
刈
り
、
乾
燥
、
輸
送
に
燃
料
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。）
漁
業
で
は
、
釣
り
糸
や
漁
網
に
、

化
学
繊
維
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
命
を

支
え
る
医
療
の
分
野
で
も
、
医
薬
品
を
入
れ
る

パ
ッ
ク
や
チ
ュ
ー
ブ
、
注
射
器
な
ど
に
使
わ
れ

る
他
、
人
工
透
析
で
使
う
人
工
腎
臓
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
石
油
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
、
世
界

中
で
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
最
近
で
は
、

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、
植
物
を
原
料
と
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
が
研
究
さ
れ
普
及
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所  

環
境
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
）

特
別
滞
納
整
理
を
実
施

相談受付日程（平成 18 年分収入）
区分 会場 時間 内容

● 平日 ●
2 月 16 日（金）

～

3 月 15 日（木）

石岡市役所
（4 階申告会場）

八郷総合支所
（101 会議室）

午前 8 時 45 分
　～正午
午後 1 時
　～ 5 時 30 分
※受付名簿記入は、
午前 7 時 45 分

　～午後 4 時

・平成 18 年分確定

　申告（白色のみ）
・市県民税申告

※青色申告、譲渡
所得（株式等）、過
年度、先物取引等
申告は除く

● 日曜 ●
2 月 18 日（日）

及び
2 月 25 日（日）

☆
申
告
期
間
中
、
２
月
18
日
と
25
日
の
日
曜

　
日
も
受
付
し
ま
す
！

☆
申
告
受
付
期
間
以
降
は
、
土
浦
税
務
署
で

　
申
告
を
！

☆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
所
得
税

　
の
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
！

　
滞
納
ゼ
ロ
作
戦
を
展
開
中
で
す
。
平
日
は

も
ち
ろ
ん
、
毎
週
土
日
を
中
心
に
自
宅
や
勤

務
先
に
徴
収
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
を
納
め
る
こ
と
は
、
住
民
と
し
て
基

本
的
な
義
務
で
す
。

◎
12
月
の
差
押
え
実
績

＊
件
数
と
金
額

　
不
動
産
（
２
件
）
／ 

預
貯
金
（
６
件
）

　
合
計　
４
０
７
万
８
２
１
７
円

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所　
収
税
課　
☎
２
３・１
１
１
１

（
内
１
１
６
）

建
物
を
取
壊
し
た
ら
必
ず
届
出
を
！

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
が
課
税

の
基
準
日
で
す
。
年
度
途
中
で
建
物
を
壊
し

た
場
合
、
そ
の
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
取
壊
し
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
、

翌
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☆
届
出
が
必
要
な
い
ケ
ー
ス

・
新
築
住
宅
の
建
替
や
増
築

・
法
務
局
で
『
滅
失
登
記
』
を
行
っ
た
建
物

※
詳
し
い
内
容
等
は
こ
ち
ら
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所　

資
産
税
課　

☎
２
３・１
１
１
１

（
内
１
１
４
・
１
１
５
）
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地
区
公
民
館
（
府
中
・
東
・
城
南
・
国
府
）
の
嘱
託
員
募
集

◆
募
集
対
象　

公
民
館
の
業
務
に
興
味
が
あ

り
、
講
座
運
営
に
関
し
て
必
要
な
誠
意
と
見
識

を
有
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
が
可
能
な
方
。

◆
採
用
予
定
数　

３
名
程
度

◆
雇
用
予
定
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
20
年
３

月
31
日

◆
勤
務
内
容　

公
民
館
主
催
講
座
の
企
画
、
運

営
、
お
よ
び
公
民
館
運
営
の
補
助
業
務

◆
勤
務
時
間　

週
３
日
勤
務
（
土
、
日
の
交
代

勤
務
あ
り
）
で
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30
分
ま
で
。

＊
月
曜
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
休
館

◆
報
酬　

月
額
７
万
５
０
０
０
円

◆
勤
務
場
所　

石
岡
地
区
の
府
中
、
東
、
城
南
、

国
府
の
４
地
区
公
民
館

◆
申
込
方
法　

２
月
23
日
ま
で
に
履
歴
書
を
担

当
窓
口
ま
で
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
者
の
中
か
ら
面
接
等
の
選
考
に
よ
り
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
中
央
公
民
館
（
八
郷
総
合
支
所
隣
り
）

〒
３
１
５
・
０
１
１
６

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

☎
４
３
・
６
２
６
２

石
岡
市
内
で
開
発
を
行
う
と
き
は

文
化
財
の
照
会
が
必
要
で
す
！

　

文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
私

た
ち
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
と
将
来

の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
貴
重
な
財

産
。
そ
し
て
石
岡
市
は
歴
史
の
里
。
た
く
さ
ん

の
埋
蔵
文
化
財
（
主
に
遺
跡
や
遺
物
）
が
あ
り

ま
す
。
全
国
で
は
、
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
も

約
44
万
か
所
あ
り
、
毎
年
８
千
件
以
上
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
内
で
遺
跡
の
範
囲
及
び
そ
の
周
辺
で

開
発
を
行
う
場
合
は
、
開
発
の
目
的
・
規
模
に

関
わ
ら
ず
、
文
化
財
の
有
無
に
つ
い
て
事
前
に

文
化
財
は
石
岡
の
貴
重
な
財
産

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）
土
地
区
画
整
理
事
業
／
住
宅
地
造
成
／

道
路
建
設
／
駐
車
場
・
資
材
置
き
場
の
建
設
／

個
人
住
宅
・
共
同
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
事
務

所
等
の
新
築
・
増
改
築
工
事
／
土
取
り
・
埋
め

立
て
事
業
な
ど

　
　
　
　
　

■

　

こ
の
よ
う
な
開
発
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ま
ず
石
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
文
化
財
担
当
者
と

開
発
予
定
地
周
辺
の
文
化
財
状
況
や
今
後
の
事

務
手
続
き
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
１
２
２
２
）

開発行為立案

〈土地区画整理事業・住宅地造成・道路建設・その他〉

※事前協議　教育委員会と開発予定地周辺の文

化財状況や今後の事務手続きについて協議します。

文化財の所在についての照会（申請者→教育委員会）

審　査

回　答（教育委員会→申請者）

周知の遺跡の場合
文化財の有無が未確認の場合

文化財無し

の場合

試掘調査 工事立会

文化財有り 文化財無し

※調整協議　教育委員会と確認
された文化財の対応について協議

本調査

設計変更 慎重工事

工事立会

工 事 着 手

手 続 き の 流 れ

●
応
募
要
件　

市
内
に
在
住
す
る
満
40
歳
以
上

（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
年
４

回
程
度
の
協
議
会
に
出
席
で
き
る
方

＊
公
務
員
や
介
護
保
険
に
関
係
す
る
職
場
に
勤

務
し
て
い
る
方
を
除
く
。

●
内
容　

介
護
保
険
の
事
業
計
画
や
運
営
等
に

つ
い
て
の
審
議

●
募
集
人
数　

①
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
の
方 

… 

２
名

②
同
２
号
被
保
険
者
（
40
～
64
歳
）
の
方 

… 

２
名

●
任
期　

平
成
19
年
４
月
１
日

　
　
　
　

～
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

●
報
酬　

協
議
会
に
出
席
し
た
場
合
に
支
給
い

た
し
ま
す
。

★
申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
連
絡
先
電
話
番
号
、
職
業
（
勤
務
先
）

を
明
記
し
、
介
護
保
険
に
関
す
る
意
見
や
応
募

の
動
機
等
に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

た
作
文
を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
選
考
委
員
会
に
て
採
用
者
を
決
定
し
、
連
絡

い
た
し
ま
す
。

宛
先　

〒
３
１
５
・
８
６
４
０　

石
岡
市
石
岡

３
１
６
５
番
地
２　

市
役
所 

保
健
福
祉
部

介
護
保
険
課

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 　

介
護
保
険
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
４
）

こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
募
集
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 シリーズ　⑰
文化振興課

　

今
回
、
紹
介
す
る
の
は
国こ

く
ぶ分

遺い
せ
き跡

（
神
栄

跡
地
）
出
土
の
「
か
わ
ら
け
」
で
す
。
平
ら

な
底
で
、
口
の
部
分
が
グ
ニ
ャ
ッ
と
内
側
に

曲
が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
は

「
コ
ー
ス
タ
ー
型
土
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
、
文
字
通
り
、
器
の
下
に
敷
い
て
使

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
使
わ

れ
て
い
た
時
期
は
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
概
お
お
むね

12
世
紀
か
ら
14
世
紀
に
か
け

て
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
ご
ろ
の
も
の
で
す
。

　

一
見
、
何
の
変
哲
も
な
い
土
器
で
す
が
、

こ
の
形
の
土
器
は
石
岡
市
内
で
は
こ
れ
一
点

し
か
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
い
っ
た
い

こ
の
土
器
は
何
の
目
的
で
使
わ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　

実
は
こ
の
形
の
土
器
は
「
京
き
ょ
う
と都
系け

い

土は

師じ

器き

」
と
呼
ば
れ
、
京
都
で
使
わ
れ
て
い
た
土

器
の
形
に
よ
く
似
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

京
都
の
影
響
を
受
け
た

京
都
の
影
響
を
受
け
た

「
か
わ
ら
け
」

「
か
わ
ら
け
」

こ
の
京
都
系
の
か
わ
ら
け
は
日
常
生
活
の
中

で
使
わ
れ
る
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
成
形
さ
れ
た

土
器
と
は
異
な
り
、
手
だ
け
で
成
形
さ
れ
る

と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
常

生
活
で
使
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
何
ら
か
の

儀
式
の
場
で
使
わ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

一
般
的
に
大
名
と
い
う
と
武
力
で
各
地
方

を
治
め
て
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
京
都
に
住
ん
で
い
る

公く

げ家
や
有
力
大
名
の
生
活
を
強
く
意
識
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
分
か
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
京
都
の
有
力
者
と
同

じ
よ
う
な
建
物
に
住
む
と
か
同
じ
よ
う
な
儀

式
を
と
り
行
う
と
い
っ
た
こ
と
で
自
ら
を

権け
ん
い威
づ
け
て
い
っ
た
の
で
す
。
た
っ
た
一
片

の
土
器
で
す
が
、
中
世
の
石
岡
を
支
配
し
た

豪
族
の
様
子
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
遺
物
は
現
在
、
常
陸
風
土
記
の
丘
展

示
室
に
て
展
示
中
で
す
。

木
造
十
一
面
観
音
坐
像
（
田
島
区
所
有
）
が
県
指
定
文
化
財
に

　

平
成
18
年
11
月
16
日
付
け
で
、「
木も

く
ぞ
う造

十
じ
ゅ
う
い
ち
め
ん

一
面
観か

ん
の
ん音

坐ざ

像ぞ
う

」
１
軀く

が
、
有
形
文
化
財
（
彫

刻
）
と
し
て
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
指
定
で
、
石
岡
市
の
県
指
定
文

化
財
は
37
件
に
な
り
ま
し
た
。

　

寄よ
せ
ぎ
づ
く
り

木
造
、
像

ぞ
う
こ
う高

83
・
０
㎝
の
本
像
は
、
鎌
倉
時

代
中
期
（
13
世
紀
）
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
入
念

に
彫
刻
さ
れ
た
頭
髪
や
写
実
的
で
程
よ
く
奥
行
き

が
あ
る
体た
い
く軀
の
質
感
な
ど
に
鎌
倉
彫
刻
の
作
風
が

よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
に
お
け
る
鎌
倉
時

代
半
ば
の
慶け
い
は
ぶ
っ
し

派
仏
師
に
よ
る
典
型
的
な
作
例
で
あ

り
、
本
県
を
代
表
す
る
仏
像
と
し
て
、
貴
重
な
文

化
財
で
す
。

　

な
お
、
本
像
は
元
旦
の
午
前
中
・
２
月
３
日
の
夕
方
か
ら
夜
・
５
月
１
日
の
午
前
中
に
、

金
剛
院
（
田
島
一
丁
目
２
番
30
号
）
に
お
い
て
、
公
開
さ
れ
ま
す
。

▲何らかの儀式に使用され

　た土器「かわらけ」

　石岡市内の地域活性化のため、石岡
商工会議所女性会と、ひな巡り実行委
員会では、中心市街地（御幸、金丸、香丸、
中町）の商店街を中心に『石岡ひな巡り』

を実施します。期間中、お雛様（雛人形や吊るし雛な
ど）を各店舗に飾りつけていただき、来街者の皆様を
おもてなしいたします。

２月３日（土）～３月４日（日）

◎甘酒の接待　２月４日、11 日、12 日、18 日、
25 日、および３月３日、４日　[ 計７回 ]
＊午前 10 時～午後３時の間、サポートワン・
ピロティ等で行います。
　その他３月３日には、酒蔵見学後、市内の雛
飾りをしているお店を巡る企画もあります。

●問い合わせ　石岡商工会議所　☎ 22 － 4181
主催　石岡商工会議所女性会・ひな巡り実行委員会

石岡ひな巡りが実施されます石岡ひな巡りが実施されます

実 施 期 日実 施 期 日

期間中のイベント期間中のイベント

（
京
都
系
土
師
器
）

▲かわらけ断面図（参照：「国

分遺跡－確認調査報告書－」

石岡市教育委員会発行）
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保健センターだより保健センターだより保健センターだより保健センターだより
●問い合わせ　石岡保健センター ☎ 24-1386　八郷保健センター ☎ 43-6655

★★  生活習慣病予防週間（２月１日～７日）生活習慣病予防週間（２月１日～７日）
　2 月 1 日から 7 日は生活習慣病予防週間です。普段から健康に気を使っている方も、そうでない方も、生活習慣を見
直し、健康的な生活を送りましょう。
　生活習慣病といえば、最近はメタボリックシンドロームという言葉をよく耳にします。メタボリックシンドロームの
該当者とは、内臓脂肪型肥満（腹囲が男性 85 ㎝以上、女性 90 ㎝以上）に加え、高血糖、血中脂質異常、高血圧の 3
つのうち 2 つ以上を合併した状態で、予備群とは内臓脂肪型肥満に加えて 3 つのうち 1 つを合併した状態です。メタボ
リックシンドロームの該当者・予備群は複数のリスクが重なることにより、心筋梗塞や脳卒中を発症する可能性が非常
に高くなるとされています。 
　メタボリックシンドロームは、運動量の不足や過食を始めとする好ましくない生活習慣に原因があると考えられてい
ます。運動量の増加と食事の改善により、内臓脂肪を減少させてメタボリックシンドロームを改善し、心筋梗塞や脳卒
中のリスクを軽減することが期待できます。内臓脂肪蓄積の指標となる腹囲の 1 ㎝減少は、約 1kg の体重（大部分が脂肪）
の減少に相当します。体重を 1 ㎏減少させるためには、運動によるエネルギー消費量の増加と食事改善によるエネルギー
摂取量の減少を合わせて約 7,000kcal が必要となります。例えば 1 か月かけて 1 ㎝腹囲を減少させるためには、1 日
当たり約 230kcal の消費もしくは減少が必要となります。一般に、運動のみで体重を減少させるのに比べ、食事改善と
合わせて行った方が体重の減量がしやすく、内臓脂肪の減少量も大きくなります。そこで、運動に加えて次ページの「食
事バランスガイド」等を参考に食事の改善を行うことにより、内臓脂肪の減少量を大きくすることが可能となります。 

★★  生活の中で運動しましょう②生活の中で運動しましょう②
　１ｴｸｻｻｲｽ （゙※２）の身体活動量に相当するエネルギー消費量は、個人の体重によって異なります。具体的には、以下
の簡易換算式から算出することができます。この式から算出した体重別のエネルギー消費量を下の表にまとめています
ので、自分の身体活動量の目標に対応したエネルギー消費量を確認してみましょう。 
　簡易換算式：エネルギー消費量（kcal）＝  1.05 × ｴｸｻｻｲｽ（゙ﾒｯﾂ・時）× 体重（kg）

（表）1 ｴｸｻｻｲｽﾞの身体活動量に相当する体重別エネルギー消費量
体　　　　　　重 40 ㎏ 50 ㎏ 60 ㎏ 70 ㎏ 80 ㎏ 90 ㎏
エネルギー消費量 42 kcal 53 kcal 63 kcal 74 kcal 84 kcal 95 kcal

※安静時のエネルギー消費量も含めた総エネルギー消費量 

※ 1　健康づくりのための身体活動
量として、週に 23 ｴｸｻｻｲｽﾞ以上の
活発な身体活動（運動・生活活動）
を行い、そのうち 4 ｴｸｻｻｲｽﾞ以上の
活発な運動を行うことを目標としま
した。 

※ 2　「ｴｸｻｻｲｽ（゙Ex）」（＝ﾒｯﾂ・時）（量
の単位）身体活動の量を表す単位で、
身体活動の強度（ﾒｯﾂ）に身体活動
の実施時間（時）をかけたものです。
より強い身体活動ほど短い時間で１
ｴｸｻｻｲｽﾞとなります。

「健康づくりのための運動指針 2006」（運動指針）※１

運動で消費するエネルギー量

速歩 水泳 自転車
（軽い負荷） ゴルフ 軽い

ジョギング ランニング テニス
（シングルス）

強度
（メッツ） 4.0 8.0 4.0 3.5 6.0 8.0 7.0

運動時間 10 分 10 分 20 分 60 分 30 分 15 分 20 分
運動量
（Ex） 0.7 1.3 1.3 3.5 3.0 2.0 2.3

50kg 25 kcal 60 kcal 55 kcal 130 kcal 130 kcal 90 kcal 105 kcal
60kg 30 kcal 75 kcal 65 kcal 155 kcal 155 kcal 110 kcal 125 kcal
70kg 35 kcal 85 kcal 75 kcal 185 kcal 185 kcal 130 kcal 145 kcal
80kg 40 kcal 100 kcal 85 kcal 210 kcal 210 kcal 145 kcal 170 kcal

体 重 別 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

エネルギー消費量は、強度（メッツ）× 体重 × 時間（ｈ）× 1.05 の式から得られた値
から安静時のエネルギー量を引いたものです。すべて 5kcal 単位で表示しました。

広報いしおか　№３２　２０



　「食事バランスガイド」は、望ましい食生活についてのメッセージを示した「食生活指針」を具体的な行動に結びつけ
るものとして、1 日に「何を」「どれだけ」食べたらよいかの目安を分かりやすくイラストで示したものです。厚生労働
省と農林水産省の共同により平成 17 年 6 月に策定されました。

◆材料【２人分】	 ウインナーソーセージ  8 本 、玉ねぎ  1/2 個 、ほうれん草  1/2 束、
	 サラダ油  大さじ 1 、ピザ用チーズ  120g
	  Ａ〔 卵  4 個 、生クリーム  1 カップ 、塩・こしょう  各少々〕
◆作り方	 ①ウインナーソーセージは 1 ㎝厚さの輪切りにする。
	 ②玉ねぎは薄切り、ほうれん草はさっとゆでて水にとり、ざく切りにして水気をぎゅっと絞っておく。
	 ③フライパンに油を熱し、ウインナーと玉ねぎを炒める。油がまわったらほうれん草を加えてさっと
	 　炒め軽く塩、こしょうをふり、皿にとる。
	 ④ボールにＡを入れよく混ぜ、ソースを作る。
	 ⑤耐熱皿に③の具を入れて、チーズをのせ④のソースを注ぎ入れる。あらかじめ熱しておいたオー
	 　ブントースターに入れて、15 ～ 16 分焼く。
＊底に生地を敷かないので手軽にできます。育ち盛りにぴったり。カロリーが気になる方は、生クリームの替わ
　りにスキムミルクを水で溶いて加えてもよいでしょう。

幸せは食事から幸せは食事から    ～ヘルスメイトさんレシピ紹介～～ヘルスメイトさんレシピ紹介～

ソーセージ入り簡単キッシュ （1 人分：エネルギー 128 kcal、塩分 1.9 g ）

食生活指針食生活指針
食事を楽しみましょう。

主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを。

1 日のリズムから、健やかな生活リズムを。

ごはんなどの穀類をしっかりと。

野菜・果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて。

食塩や脂肪は控えめに。

食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も。

適性体重を知り、日々の活動に見合った食事量を。

調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく。

自分の食生活を見直してみましょう。

（平成 12 年 3 月／文部省・厚生省・農林水産省決定）
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5～7
つ（SV）

主食（ごはん、パン、麺）
ごはん（中盛り）だったら４杯程度

5～6
つ（SV）

副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
野菜料理５皿程度

3～5
つ（SV）

主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
肉・魚・卵・大豆料理から３皿程度

2
つ（SV）

牛乳・乳製品
牛乳だったら１本程度

2
つ（SV）

果物
みかんだったら２個程度

１日分

食事バランスガイド
あ な た の 食 事 は 大 丈 夫 ？

厚生労働省・
農林水産省決定



犬による危害・被害を防止するために
犬による人への危害や農作物を荒らすなどの被害の相談が多数寄せられています。
犬をお飼いの方は次のことに注意してください。

●犬の放し飼い禁止（散歩のときも、必ずリードを付けて放さない）
犬の放し飼いは、①人を攻撃する（咬傷・傷害）
	 ②他人の土地や農作物を荒らす（被害・損害）
	 ③他の犬や猫とケンカを引き起こす
	 ④交通事故誘発の危険性
	 ⑤いろいろな病気の感染・まん延や中毒の原因
	 ⑥逸走の原因
	 など他人に迷惑をかけ、愛犬にも危害等が及びます。

●犬が施設から脱走しないよう、必要な措置をしてください。
●つないでいる犬の行動範囲が道路または通路に接しないようにしてください。

●特定犬はオリの中で飼ってください。
【特定犬とは】＊人に危害を加えるおそれのあるものとして定める８犬種
	 （秋田犬、土佐犬、紀州犬、ドーベルマン、グレートデン、ジャーマン・シェパード、セント
	 　バーナード、アメリカンスタッフォードシャー・テリア「ピット・ブル・テリア」）
	 ＊体高60㎝×体長70㎝以上の大型犬

【オリ】＊上下四方が囲まれていること
	 ＊十分な強度があること
	 ＊人や動物に危害を加えない構造であること

●犬の飼育目的などに応じて周囲に迷惑をかけないよう適正な方法でしつけをし、飼い主の制止に
　従うよう訓練してください。

　　人と動物が共生する地域社会の実現をめざして　　 茨城県動物指導センター ☎0296 -72 - 1200

犯罪被害者相談窓口を
開設しました

　茨城県では、犯罪に遭った方々とそのご家族の被害
を軽減し、平穏な生活の回復のため、被害者等の方に
必要な情報提供・助言などを行う「犯罪被害者相談窓
口」を開設しました。
　被害者等の方からの相談に対し、被害者等を支援す
る各種関係機関を紹介・あっせんします。
　ひとりで悩まず、ご相談ください。

設置場所　県生活文化課 安全なまちづくり推進室
受付時間　月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前9時～午後4時
　　　　　（正午～午後1時を除く）

相談電話番号　０２９－３０１－７
な や み
８３０

ゼロ

困ったときは
２
フ レ ー フ レ ー

０２０ テレフォン
　育児・介護・家事代行などのサービスに関する情報
を、電話で提供する

０
フレーフレー・テレフォン
２９－２２６－２０２０

をご利用ください。
☆育児情報　公立・私立保育所、認可外保育施設、
　幼稚園、保育サポーター、ベビーシッター、
　放課後児童クラブ
☆介護情報　介護サービスを提供する施設、
　介護をサポートしてくれる人など
☆家事代行情報　家政婦（夫）紹介所など
相談日・時間　月曜～金曜（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　午前9時30分～午後4時30分

○○○ （財）21世紀職業財団  茨城事務所   ○○○

広報いしおか　№３２　２２
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詳しい内容につきましては、まちかど情報センターまでお問い合わせください。

駐車場は、まちかど情報センター駐車場（向かい側）市民会館・イベント広場・市営駐車場をご利用ください。

まちかど情報センターは、NPO 法人まちづくり市民会議が管理運営をおこなっております

☆ 2 月のコミュニティ … どなたでも参加できます

◆第７４回  まちかど音楽祭　 2/25（日）14：00
◆おはなしなあに（読みきかせ会）
　　　　　　　　　　　　　　2/10（土）14：00
◆折り紙教室　　　　　　　　2/24（土）13：30
◆育児サークル（わんにゃん）　毎週火曜　  10：30
◆心と体の健康診断 / おしゃべり交流会
　　　　　　　　　　　　　　毎週水曜　  10：00
◆日本語教室　　　　　     　　 毎週金曜　  10：00
◆ちりめん小物つくり　　　第 1・3 土曜　 11：00

押し花教室に参加しませんか
2 月 11 日（日）
　午後 1 時～ 3 時
参加費　2,500 円

4 回目となる今回は、お雛様を作ります。10 名様（要
予約）となります。ふるってご応募ください！

バラのバラの剪剪
せんせん

定定
ていてい

教室教室
２月２４日（土）
午後１時～４時

バラをいつ、どこを、切った
らいいか知りたい方、お悩みの方どうぞお申し
込みください !!　 参加費は無料です。

はーとふるギャラリーと音楽祭はーとふるギャラリーと音楽祭
音楽の仲間たち：2月25日（日）午後2時〜3時
ミニギャラリー：2月9日（金）〜25日（日）

介護学習会
2月 28日（水）午後2時〜4時

年金について学ぼう！

消
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活
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よ
り

消
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生
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セ
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だ
よ
り

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
）
☎
２
２
ー

２
９
５
０

●
月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

（
昼
休
み
を
除
く
）

成
人
に
な
る
若
者
を
ね
ら
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
20
代

の
若
者
が
遭
い
や
す
い
商
法
を
紹
介
し
ま
す
。

若
者
の
ト
ラ
ブ
ル
Ⅱ

[

携
帯
電
話
の
有
料
サ
イ
ト]

　

無
料
の
サ
イ
ト
と
思
っ
て
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、「
登
録
完
了
」
と
表
示
さ
れ
て
ま
た
、「
無

料
」
と
思
い
無
視
し
て
い
た
ら
延
滞
金
等
の
高
額
な
請
求
が
き
た
、
と
い
う
相
談
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
漏
ら
し
て
し
ま
う
と
、
後
日
高
額
な
料
金
請
求
の
メ
ー
ル
や
電
話
が
き
ま
す
。

サ
イ
ト
を
利
用
す
る
と
き
に
は
、
利
用
規
約
（
約
款
）
を
読
ん
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

[

マ
ル
チ
商
法
（
連
鎖
販
売
）]

　
「
簡
単
に
儲
か
る
話
が
あ
る
」
と
友
人
・
知
人
を
勧
誘
し
て
、
紹
介
販
売
の
説
明
会
に
参
加

さ
せ
る
。
大
量
の
商
品
を
購
入
し
て
販
売
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
、
無
理
な
販
売
や
勧
誘

で
友
人
関
係
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。（
健
康
食
品
、
浄
水
器
、
化
粧
品
な
ど
）

[

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
商
法]

　
「
会
員
に
な
る
と
安
く
旅
行
に
行
け
る
」「
あ
な
た
と
会
っ
て
話
が
し
た
い
」
と
電
話
で
誘
わ

れ
、
呼
び
出
さ
れ
る
。
長
時
間
の
勧
誘
や
、
帰
り
た
い
一
心
で
、
ま
た
勧
誘
し
た
相
手
を
思
っ

て
契
約
し
て
し
ま
う
。

（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
、
絵
画
、
複
合
サ
ー
ビ
ス
会
員
な
ど
）

[

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
商
法]

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
だ
さ
い
」
と
駅
前
や
街
頭
で
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
お
店
に
連
れ

て
行
か
れ
る
。
断
り
に
く
い
雰
囲
気
で
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま
う
。

（
エ
ス
テ
、
化
粧
品
、
絵
画
な
ど
）

[

そ
の
他]

　

＊
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン　

＊
○
○
攻
略
法　

＊
多
重
債
務　

＊
エ
ス
テ
サ
ー
ビ
ス

①
必
要
の
な
い
勧
誘
は
は
っ
き
り
と
断
る
。　

②
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
。

③
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
活
用

☆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

２３　広報いしおか　№３２



図書館だより
《団塊の世代のかたへ〜お薦めの本のご紹介》貸し出しをしています！

《図書館カレンダー》■印が休館日です。

３ 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

２ 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

■問い合わせ　石岡市立中央図書館 ☎２４‐１５０７

「五〇歳からの定年準備」河村幹夫著・角川書店刊、「２４時間戦いました―団塊ビジネスマンの退職後設計」布
施克彦著・筑摩書房刊、「団塊の世代・黄金の十年が始まる」堺屋太一著・文藝春秋刊、｢ これで万全の定年対
策―年金減額時代のマネープラン ｣ 実業之日本社刊、「知って得する定年講座―セカンドライフ準備１０１のＱ
＆Ａ」秀和システム刊、「定年前後から始める楽しい勉強法」高畑敬一著・中経出版刊、「どこゆく？団塊男　ど
うする！団塊女」吉永みち子著・日本経済新聞社刊、「定年後―もうひとつの人生への案内」岩波書店編集部編

「６０歳からの生き方・暮らし方―定年の技術」日経マスターズ編、「大人のための健康法」和田秀樹著・角川書
店刊
＊他にもたくさんそろっています。どうぞご利用ください。

《新しく入ったビデオ・ＣＤのご案内》貸し出しをしています！

◆ビデオ　◎邦画＝「隠し剣鬼の爪」「晩春」「半落ち」「砂の器」「男はつらいよ  第１７・１８作」「阿弥陀堂だより」
「水戸黄門名作選・４巻」　　◎洋画＝「ロード・オブ・ザ・リング」「キングコング」「トロイ」「ラストサムラ

イ」「ペイフォード」「マトリックス」ほか　　◎生活・生き方＝「瀬戸内寂聴の人生相談シリーズ・全６巻」「あ
なたも行ける四国八十八ヶ所お遍路の旅・全４巻」「日本の祭り・全６巻」　　◎スポーツ・健康＝「中高年のた
めのゴルフが生きがい・全３巻」「これからテニス、いつでもテニス全３巻」「綿本彰のパワーヨーガ」「健康に
なる目覚めヨーガ」「太田仁史のいきいきヘルスいっぱつ体操・全３巻」「デューク更家のウォーキングエクササ
イズ  Vol １・２」ほか　　◎子ども向け＝「恐竜大百科・全４巻」「ふしぎの国のアリス」「ぞくぞく村のおば
けたち・全９巻」「バンビ」「ファインディングニモ」ほか
◆ＣＤ　「ダンス音楽」「夏川りみ・シングル・コレクション１」「小田和正・そうかな」「中島美嘉・ベスト」「中
島みゆき・元気ですか」「Ｂ’ｚ・モンスター」「コブクロ・オールシングルス・ベスト」「倖田来未・ベスト」「白
鳥英美子・ベスト」「ａｉｋｏ・彼女」「山本潤子・Ｊ’ｓ」「ベスト・オブ・モーツァルト・４枚組」「抒情歌・愛
唱歌ベスト２枚組」「それいけ！アンパンマン大全集もっともっとアンパンマンソングス①」ほか
※お一人、ビデオ・ＣＤ合わせて２点まで。市内在住・１６歳以上のご本人の図書館利用カードをお持ちの方。
貸出期間は１週間、予約はできません。
※現在貸し出し中かどうかは、図書館ホームページか電話（☎２４‐１５０７）で確認・お問い合わせください。

２月３日（土）午後２時３０分～（約３０分）
《２月のおはなし玉手箱》中央図書館２階

２月１７日（土）午後２時３０分～（約３０分）
《２月のおはなし会》中央図書館２階

２月１０日（土）午後２時３０分～（約３０分）
※２月から毎月第２土曜日に、ボランティアグループ「フレ
ンズやさと」によるおはなし会が始まります。どうぞお楽し
みに！

《２月のおはなしフレンズ》中央公民館和室（柿岡）

＊対象は幼児から小学校中学年ぐらいまで、また興味がある
方はどうぞおいでください。

広報いしおか　№３２　２４



ハーモニーコーナー
か

が
や

きの　未来を拓
ひ ら

く　男 ひ
と

と
女 ひ

と

　子育て中・子育て後の女性を企業が採用している職種は、事務一般職が最も多くなっていますが、実際に企業側
に不足感がある職種分野は専門的・技術的職業分野です。
　一方で、子育て期の女性は高い学習意欲を持っています。12 歳以下の子どもを持つ女性に、自分の時間で子育
て期に並行して行いたいことを聞いたところ、「自己啓発や資格取得の勉強」が最も高くなっていました。（図参照）

　企業が求める人材がある程度明
らかで、女性の側にも意欲や希望
があるのに再チャレンジが実現し
ない状況を改善するためには、実
際に再チャレンジして活躍してい
る女性の事例をロールモデルとし
て収集・紹介し、具体的イメージ
を描いてもらうことが有効です。
　また、現に再就業のための活動
をしている女性が求めている支援
についてみると、情報提供に関す
る要望が多くなっており、必要な
情報を容易に入手できる環境整備
が求められているといえます。

※茨城県では、2 月 3 日（土）から 17 日（土）の期間、県内 5 か所で「女性のための生き方・働き方セミナー」
を開催します。17 日には、つくば市で「仕事さがしのヒントと面接のポイント」と題し、行われます。各回、希
望者にはキャリアカウンセリングも実施します。詳しくは、茨城県女性青少年課（☎ 029 - 301 - 2178）へお問
い合わせください。

企業のニーズと女性の意欲
～ 内閣府男女共同参画白書　平成 18 年版から ～

◎女性のための困りごと相談　　毎週木曜日  午後１時 30 分～４時　　場所：市役所 1 階  相談室２
女性相談員が悩みごとの相談をお受けします。一人で悩まずご相談ください。電話での相談もお受けします。
秘密は厳守します。（必ず事前に電話で予約してください）
＊離婚、配偶者やパートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメント、子育てなどの悩みごと。
市役所 企画課 男女共同参画担当 ☎ 23-1111（内線 222）
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「
続
柄
」（「
つ
づ
き
が
ら
」
あ
る
い

は
「
ぞ
く
が
ら
」）
は
、
戸
籍
に
記
載
さ

れ
る
父
母
と
の
身
分
関
係
を
表
し
ま
す
。

父
母
と
の
続
柄
は
、
同
一
の
夫
婦
ご
と

に
そ
の
間
の
子
の
み
に
つ
い
て
数
え
る

こ
と
と
さ
れ
、
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
、

出
生
の
順
に
従
っ
て
「
長
男
（
女
）、
二

男
（
女
）、
三
男
（
女
）」
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
、
こ
の
続
柄
は
、
嫡
出
で
な
い

子
に
つ
い
て
は
単
に
「
男
（
女
）」
と
表

記
さ
れ
る
の
み
で
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で

な
い
子
と
で
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
16
年
11
月
１
日
法
改

正
に
よ
り
、
嫡
出
で
な
い
子
の
続
柄
は

母
と
の
関
係
の
み
に
よ
り
認
定
す
る
こ

と
に
改
め
ら
れ
、出
生
の
順
に
よ
り
、「
長

男
（
女
）、
二
男
（
女
）、
三
男
（
女
）」
と

表
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
扱
い
に
よ
り
、
す
で
に

「
男
（
女
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
嫡
出
で
な

い
子
に
つ
い
て
も
、
申
出
に
よ
り
「
長
男

（
女
）、
二
男
（
女
）、
三
男
（
女
）」
と
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
法
務
局 

土
浦
支
局

☎
０
２
９・８
２
１・０
７
９
２

「
続
柄
」
の
は
な
し

自己啓発や資格取得のための勉強
友人とのつきあい・おしゃべり
自宅での読書・ＴＶ・音楽鑑賞

旅行
上記以外の自宅でできる趣味

スポーツ
映画・美術・舞台等の鑑賞
何かしら息抜きになること

ボランティア活動
母親同士のサークル活動

地域活動
子育て支援活動

特にない
その他

不明

■自分の時間で子育て期に並行して行いたいこと
0 10 20 30 40 50 60（％）

53.3
46.4

40.5
40.2
40.0

37.8
36.1

27.0
11.4
10.9

10.2
5.4

1.5
3.2

0.3

（備考）（株）三和総合研究所「これからの家族と家庭を展望した子育て家庭支援のあり方」（厚生労働省委託 平成 14 年）
	 より作成。
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◆資 格 等
　　保育士、教員等の資格のある方、または児童クラブ
　の指導員として熱意のある方で、男・女は問いません。
◆年齢制限　原則として65歳までの方
◆募集人員　若干名
◆開設場所
　石岡小学校・府中小学校・東小学校・南小学校・
　杉並小学校・北小学校・高浜小学校・関川小学校・
　柿岡小学校・林小学校・園部小学校・東成井小学校・
　瓦会小学校区（予定）・小桜小学校区（予定）・
　三村小学校区（予定）
◆締 切 日　2月25日（月）
　※申し込み・登録に必要な書類は、市役所に用意して
　あります。
◆勤務時間
　【平日】	学校終業時  午後1時、2時～午後6時30分
　【土曜日・長期休業等（春・夏・冬休み）】　　　　　	
	 午前8時～午後6時30分
◆報 酬　時給800円
◆申し込み・問い合わせ
　市役所 こども福祉課 ☎23-1111（内151・159）

臨時保育士登録者募集
　石岡市公立保育所の臨時保育士登録者を募集します。
　公立9か所の保育所で保育士の欠員が生じた場合、
登録していただいた方の中から、臨時保育士として随時
採用させていただきます。
◆資 格 等　保育士の資格を有する方
◆年齢制限　65歳までの方
◆保育所名
　第１保育所・第２保育所・柿岡保育所・葦穂保育所・
　恋瀬保育所・瓦会保育所・園部保育所・林保育所・
　みなみ保育所
◆提出書類　履歴書・保育士証の写し
◆勤務時間
　【早番】午前7時30分～午後4時30分
　【遅番】午前8時30分～午後5時30分
　休憩　昼休み60分
　週休2日制、ただし土曜日交代勤務
　祝日休み・有給有り
◆賃 金　時給900円、交通費上限1日750円
　　　　　　社保・雇用保険有り
◆申し込み・問い合わせ
　市役所 こども福祉課 ☎23-1111（内172・173）

学童保育の指導員を募集 !!

《
金　
品
》

石
岡
市
八
郷
商
工
会
女
性
部	

４
万
円

東
地
区
公
民
館
陶
芸
せ
い
す
い
会	

１
万
円

東
地
区
公
民
館
す
み
れ
洋
裁
同
好
会

	

３
０
０
０
円

石
岡
骨
董
市
実
行
委
員
会

	

１
万
５
１
４
０
円

東
日
京
三
電
線
㈱	

２
８
４
３
円

石
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

	

３
万
円

県
央
地
区
キ
リ
ス
ト
教
会
協
力
会	

５
万
円

匿
名	

１
万
円

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
有
志
一
同

	

１
２
１
９
円

萩
原
時
計
店	

４
８
２
５
円

春
龍
会
珠
算
塾  

中
嶋
久
子	

９
９
６
７
円

石
岡
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
バ
ザ
ー
収
益
金

陶
芸
同
好
会	

４
９
５
０
円

七
宝
焼
同
好
会	

５
５
０
０
円

手
編
み
同
好
会	

２
０
０
０
円

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
会	

１
８
０
０
円

押
し
花
同
好
会	

１
０
０
０
円

木
工
を
楽
し
む
同
好
会

	

１
万
７
０
５
０
円

パ
ン
の
花
同
好
会	

５
０
０
０
円

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会	

２
万
円

善
意
銀
行

《
物　
品
》

田
村  

和
子	

使
用
済
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

鈴
木  

義
二	

ぬ
い
ぐ
る
み

東
日
京
三
電
線
㈱	

使
用
済
切
手

府
中
女
性
の
会	

使
用
済
切
手

浜
野  

真
知
子	

使
用
済
切
手

石
岡
第
一
病
院
居
宅
介
護
事
業
所

	

使
用
済
切
手
・

	

使
用
済
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

石
岡
市
立
有
明
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会

	

使
用
済
切
手

岡
本  

法
子	

使
用
済
切
手
・

	

使
用
済
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

【
順
不
同
・
敬
称
略
】

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

石
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
内
）
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文
芸
い
し
お
か

文
芸
い
し
お
か

茨
城
二　

鈴
木　

緑

湖
に
沈
む
夕
日
の
刻
々
は
地
球
の

自
転
ね
と
友
は
つ
ぶ
や
く

貝
地
二　

鳥
羽　

孝

物
置
の
す
み
に
の
こ
れ
る
飯
盒
に

昔
を
し
の
ぶ
兵
の
生
活

東
石
岡　

田
村　

満
佐

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
す
み
と
ほ
り
十
五

夜
の
月
よ
り
ま
ろ
き
十
六
夜
の
月

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

ト
ラ
ク
タ
ー
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
し

白
菜
の
嘆
き
は
天
へ
か
農
政
側
か

柴　

内　

羽
生　

俊

達
筆
な
ら
と
毎
年
思
う
十
二
月
年

賀
葉
書
の
準
備
始
め
る

山　

崎　

荒
井　

幸
子

晩
秋
の
夕
べ
聞
き
お
り
楽
団
の
豊

け
き
音
色
は
胸
に
し
み
入
る

月　

岡　

萩
原　

照
子

華
麗
な
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

日
本
勢
日
の
丸
三
つ
並
ん
で
揚
る

大　

増　

青
木　

𣳾
子

夜
の
明
け
の
恋
瀬
川
の
色
ひ
つ
じ
田

の
枯
れ
色
す
で
に
さ
え
ざ
え
と
冬

　
　
俚

謡

俚

謡
国
府
六　

篠
塚　

あ
い

足
の
向
く
ま
ま　
気
分
を
乗
せ
て

　
行
く
よ
筑
波
の　
紅
葉
狩
り

国
府
六　

大
西　

和
子

余
命
で
は
な
く　
与
命
と
墨
書

　
足
が
止
ま
っ
た　
寺
の
額

東
石
岡
四　

惣
野
代
英
子

粋
な
亭
主
は　
帰
宅
が
遅
い

　
女
房
寝
て
聞
く　
靴
の
音

根
当
西　

椎
名
加
都
子

冬
の
足
音　
大
根
干
せ
ば

　
つ
る
べ
落
と
し
の　
陽
が
沈
む

府
中
二　

稲
田　

す
み

ち
ょ
っ
と
走
れ
ば　
も
つ
れ
る
足
に

　
情
け
な
い
よ
と　
歳
を
知
る

杉
並
四　

助
川　

浩
史

太
い
大
根　
足
湯
に
並
ぶ

　
年
増
ば
か
り
の　
温
泉
地

下　

林　

加
藤　

弥
生

新は
る春

の
晴
着
を　
仕
立
て
る
母
の

　
夜
な
べ
忙
し
い　
年
の
暮

下　

林　

谷
島　

清
風

誰
の
情
け
か　
お
地
蔵
様
の

　
垢
も
落
と
し
た　
年
の
暮

下　

林　

額
賀　

力
江

白
い
吐
息
が　
ぶ
つ
か
り
合
っ
て

　
暮
れ
る
伊
香
保
の　
湖
畔
宿

下　

林　

白
井
富
喜
江

妻
と
育
て
た　
子
牛
の
肩
を

　
な
で
て
別
れ
る　
暮
の
市

　
　
俳

句

俳

句
大
谷
津　

大
関　

ひ
さ

無
人
駅
ま
た
無
人
駅
枯
芒

貝
地
二　

小
池
つ
と
夢

母
の
住
む
星
が
見
え
ま
す
冬
銀
河

府
中
三　

赤
津
美
智
子

蟷
螂
の
悟
り
の
極
み
枯
れ
に
け
り

北
府
中
一　

野
村
畝
津
子

躓
い
て
枯
野
の
道
の
遠
く
な
る

国
府
四　

大
場　

和
子

晴
天
の
枯
れ
尽
し
ゐ
て
な
ほ
大
樹

三　

村　

今
泉　

し
げ

今
す
こ
し
生
る
こ
と
と
し
冬
籠
る

下　

林　

佐
藤　

繁
子

掃
き
寄
せ
て
ま
た
燃
え
上
る
焚
火
か
な

川　

又　

川
又　

渓
二

見
上
ぐ
る
も
見
下
ろ
す
も
よ
し
紅
葉
寺

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

忠
馬
碑
に
散
り
急
ぎ
け
り
冬
紅
葉

宇
治
会　

鈴
木　

緑

冬
霞
山
根
盆
地
に
棚
引
け
り

  　

 

短

歌

短

歌
国
府
四　

太
田　

緑

木
枯
ら
し
の
吹
き
く
る
夜
半
に
夭
折

の
吾
子
の
乳
恋
ふ
声
を
し
の
び
ぬ

国
府
五　

山
口　

と
し

玻
璃
戸
越
す
冬
陽
浴
び
つ
つ
地
図
開

き
旅
せ
る
跡
を
辿
り
居
る
午
後

文
化
協
会

文
化
協
会

　
　
だ
よ
り

　
　
だ
よ
り

月
だ
け
流
れ
て
ゆ
く
が
、
遠
祖
の
墓

の
あ
る
照
光
寺
に
詣
ず
る
と
境
内
は

四
季
折
り
折
り
変
化
が
あ
り
、
移
り

ゆ
く
季
節
に
心
や
す
ら
ぐ
墓
参
と
な

る
。

　
あ
る
日
門
前
の
「
教
育
委
員
会
」

の
立
札
に
目
を
通
す
と
、
徳
川
賴
房

の
子
、
松
平
賴
隆
が
連
枝
藩
と
な
り
、

石
岡
の
殿
様
で
定
府
と
し
て
代
々

江
戸
に
居
を
構
え
、
墓
所
は
東
京
に

在
っ
た
の
を
照
光
寺
に
移
し
た
と
記

載
さ
れ
て
あ
っ
た
。

　
墓
苑
の
奥
の
墓
所
に
は
大
き
な
鳥

居
が
建
ち
、
清
掃
さ
れ
て
い
る
。
香

を
焚
い
て
頭
を
た
れ
る
。

　
何
時
か
そ
の
末
裔
の
文
化
功
労

者
、
松
平
賴よ

り
つ
ね則

氏
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

放
送
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
す
。

　
卒
寿
の
頃
も
作
曲
を
続
け
ら
れ
、

雅
楽
と
洋
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
独
特

の
音
楽
で
、
国
際
的
に
入
選
し
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

と
の
事
。

　
ま
た
若
き
日
妻
よ
り
贈
ら
れ
た
愛

の
歌
を
作
曲
し
『
妻
に
贈
る
銀
の
調

べ
』
と
し
妻
に
捧
げ
、
生
涯
を
通

し
夫
婦
愛
の
素
敵
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
深
く
感
動
す
。
し
か
し
そ
の

後
新
聞
に
て
ご
逝
去
を
知
り
心
よ
り

ご
冥
福
を
祈
り
申
し
上
げ
る
。

　
市
民
ず
い
ひ
つ

市
民
ず
い
ひ
つ

妻
に
贈
る
銀
の
調
べ山

口 

ふ
み
子

　
戦
火
を
逃
れ
父
の
故
郷
石
岡
に
住

み
六
十
有
余
年
が
去
り
行
け
ど
、
石

岡
の
歴
史
の
こ
と
は
何
も
知
ら
ず
歳

　
石
岡
市
と
八
郷
町
が
合
併
し
て
１
年
４

か
月
ほ
ど
た
ち
ま
し
た
。
文
化
協
会
も
昨

年
５
月
、
旧
石
岡
市
、
旧
八
郷
町
文
化
協

会
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
新｢

石
岡
市
文

化
協
会｣

と
し
て
所
属
団
体
44
、
会
員
約

３
９
０
０
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
文
化
協
会
だ
よ
り
」
は
、
旧
石

岡
市
の
文
化
協
会
が
市
民
の
皆
様
に
文
化

協
会
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
旧｢

広
報
い
し
お
か
」
平
成
17

年
７
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
団
体
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
会
は
内
山
侑
一
会
長
、
副
会

長
は
上
田
孝
之
、
岩
崎
恒
男
、
森
光
男
の

三
氏
や
各
団
体
代
表
の
理
事
を
中
心
に
運

営
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、上
田
孝
之
副
会
長
が
、

文
化
芸
術
活
動
に
お
け
る
茨
城
県
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
旧
八
郷
町
文
化
協
会

長
や
八
郷
芸
術
祭
運
営
委
員
長
と
し
て
住

民
主
体
の
芸
術
文
化
活
動
の
育
成
に
大
き

く
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
文
化
協
会
事
務
局
）
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わが家のわが家の アイドル

 このコーナーに掲載を希望される方は、

写真とメッセージを添えて、広報広聴課

へ直接、または郵送、電子メールでお申

し込みください。お待ちしています。

●問い合わせ　市役所 広報広聴課

　　　　　　　☎ 23-1111（内212）

富田 遥
はる

己
き

 ちゃん
	 （2歳10か月）

富田 晶
あき

斗
と

 ちゃん（2か月）

石　岡

パパとママから　2人の元気な天
使たち、生まれてきてくれてあり
がとう。兄弟仲良くネ。

酒井 春
はる

菜
な

 ちゃん（1歳１か月）
吉　生

パパとママから　いつも君に癒され
るよ。これからも元気に育って、た
くさんの笑顔見せてね。

園部 乃
の の か

々華 ちゃん（6か月）
根小屋

お座り、じょうずになったね！
パパとママから　元気いっぱい、すく
すくと育ってくださいネ。

美　術　館
第６回全国こども陶芸展inかさま

市内の小中学生が入賞！

Ａ部門　文部科学大臣奨励賞

「くだものいっぱい」
青木 裕子さん(石岡小３年）

Ｂ部門　笠間市教育長賞

「食べかけのリンゴ」
櫻井 優さん(南小５年）

Ｃ部門　茨城県知事賞

「自然にゃ勝てない！（竜巻編）」
梶谷 慧さん(有明中２年）

Ａ部門　茨城県教育長賞

「なかよしハムスターファミリー」
仁平 葉月さん(恋瀬小３年）

　全国の小中学生を対象とした「第６回全国こども陶芸展 inかさま」（茨
城新聞社、笠間市などが主催）において、応募総数887点の中から特
別賞39点が選ばれました。Ａ部門（小学１～３年生）、B部門（小学
４～６年生）、C部門（中学生）の各部門で、特別賞に輝いた市内の小
中学生の作品を紹介します。

（右）

（左）


	P01
	P02〜04
	P05
	P06
	P07
	P08・09
	P10〜12
	P13
	P14・15
	P16
	P17
	P18・19
	P20・21
	P22
	P23
	P24・25
	P26
	P27
	P28



